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今月の内容
2018  MAY  No.558

　3月24日に名護市街地で行われた、がじゅバル

パレード。名護中学校、東江中学校、大宮中学校、

屋部中学校、羽地中学校の生徒約100人による

マーチングバンドが行進しました。

　沿道には多くの人が集まり、マーチングバンドに

声援を送り、演奏を見守りました。屋部中学校の泉川

旺大君は「知っているキャラクターを近くで見れて

うれしかった。名護が元気になった」と話しました。

・・・
今 月 の 表 紙・・・

注 :（　）内数字は対前月比

平成30年3月31日現在

区　分

合　計

本　庁

羽　地

久　志

屋　部

屋我地
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31,183

36,086

8,996

4,285

11,293

1,486
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16,424
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28,835

-189

-7
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-330

-142

-25

-27

-44

-13

-251

-331

-32

-110

-89

-19

-581

-101

2

-108

-47

-6

-260

各支所窓口
久志支所
55-8101/55-8102

問
☎

屋部支所
52-2610

問
☎

羽地支所
58-1221

問
☎

屋我地支所
52-8957

問
☎

わ
か
め
会
の
健
康
レ
シ
ピ

1. 冬瓜は皮をむき3ｍｍの厚さの短冊切りにする。
2. ニンジンは薄めの短冊切り、シイタケは千切
り、長ネギは7ｍｍ幅に斜め切りにする。

3. 青ネギ、かまぼこは3ｃｍ長さに切る。
4. サラダ油を熱し、ニンジン、冬瓜を炒める。ある程度
火が通ったら長ネギ、シイタケを入れさらに炒める。

5. 全体がしんなりしたら、青ネギ、調味料、
水溶きかたくり粉を入れ調味する。

6. 仕上げにごま油をかける。 53-1281☎問 わかめ会事務局

□ 冬瓜
□ ニンジン
□ 長ネギ
□ 生シイタケ
□ かに風味かまぼこ
□ 青ネギ
□ サラダ油
□ 中華だし
□ 塩こしょう
□ 薄口しょうゆ

500g
80g
1本
8枚
60g
3本

大さじ1
大さじ1
小さじ1
小さじ1

□ かたくり粉
□ ごま油

小さじ2
小さじ1材料（４人分）

心を一つに
５校合同マーチングバンド

冬瓜のさっぱり中華炒め
作り方

意外と優れもの、
冬瓜は炒めても
おいしい

目次
名護市の人口および世帯数
わかめ会の健康レシピ／ 冬瓜のさっぱり中華炒め

名護の顔／ 第８代 名護がじゅまる王子
各種相談業務

市政FLASH プラス＋
平成30年度 水道週間イベントのお知らせ

平成30年度 名護市の予算

人事異動

平成30年4月1日から市役所の組織の一部が変わりました

ごみ袋料金が値下げとなります
平成30年 ハブ咬症注意報発令中

国保の制度が一部変わりました

あけみおのまち名護

月刊ナグリ
キラリ輝く中小企業・小規模企業

特区で働こう!

まちの話題

緊急麻しん(はしか)予防接種実施のお知らせ
市道羽地大川線の交通規制のお知らせ

情報ぼっくす

特別支援教育就学奨励費について 就学援助の申請について
平成３０年度 名護市育英会【入学準備金制度】貸与生募集

おう　た
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第8代 名護がじゅまる王子

各
種
相
談
業
務（
祝
祭
日
を
除
く
）

不動産無料相談                          第2・4火曜
13:00～ 名護市役所守衛室
沖縄県宅地建物取引業協会
要予約 ☎098-861- 3402

2

不動産無料相談                             第3水曜
14:00～ 名護市役所守衛室
不動産保証協会沖縄県本部 
要予約 ☎098-867-6644

3

                             第2水曜
10:00～15:00 名護市役所守衛室
交通事故相談4

消費者無料相談室
毎週月曜・火曜・木曜 10:00～16:00
名護市産業支援センター

5

                                    第2・4金曜
13:00～16:00 名護市役所守衛室
行政書士無料相談6

市税・国保税納税相談
【夜間】毎週木曜（5月3日、31日を除く）
17:30～20:00 納税係・保険税係
※休日納税相談については、利用される方が
ほとんどいないため5月より休止します。

7

市民ほっと健康相談                                          毎週月曜
9:30～11:30 名護市役所健康増進課・健康相談室
9

こころの健康相談
月曜～金曜 9:00～16:00（福祉職相談員）
第3水曜 午後（臨床心理士、要予約）
社会福祉課 ☎53-1212 内線111

10

児童相談・女性相談・児童虐待相談
月曜～金曜 9:00～17:00
家庭児童相談室 ☎53‐6517

11

生活困窮者自立相談支援
月曜～金曜 9:00～16:00 名護市役所 生活支援課
「くらしと仕事の応援センターさぽんちゅ」 
☎53-1212 内線244

12

                                            第1金曜
14:00～16:00 名護市産業支援センター
「地域若者サポートステーションなご」
☎54-8600

就職出張相談室（無料）13

名護市エコステ3R「なごころ」関連講座
毎週水曜・土曜 なごころ 要予約 ☎43-0254
14

沖縄県断酒協議会・断酒連合会
毎週火曜・水曜・木曜
北部福祉保健所 ☎52-2734

15

もの忘れ相談
毎月第2水曜 10:00~16:00
名護市地域包括支援センター ☎43-0022

16

                           第2・4火曜
13:00～16:00
中央公民館・第4研修室
要予約（相談日の8日前より受付）
☎53-5445

無料法律相談1

                      月曜～金曜
9:00～17:00 中央公民館
教育相談8

(左から)内間王子、富城王子、上間王子 写真提供：スタジオエース

名護の顔 No.121

N A G O  n o  K A O

氏名(年齢・出身地)
①名護がじゅまる王子に応募した動機
②自己ＰＲ
③どのような活動をしたいか

①
地
元
の
た
め
に
貢
献
で
き

る
と
思
っ
た
こ
と
、ま
た
自
分

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

②
明
る
い
と
こ
ろ
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
と
こ
ろ
で
す
。何
事
も
楽

し
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

で
、周
り
に
良
い
影
響
を
与
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
名
護
出
身
で
は
あ
る
も
の

の「
名
護
は
良
い
と
こ
ろ
」と
い

う
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
し

か
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
1
年
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
関
わ
り
、そ
こ
で
知
る「
名
護

の
良
さ
」を
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

共
有
し
、発
信
し
て
い
き
た
い

で
す
。

内
間 

鉄
平（
32
歳
・
伊
江
島
）

上
間 

裕
介（
23
歳
・大
南
）

①
名
護
に
住
み
十
数
年
経
ち

ま
す
。「
大
好
き
な
名
護
の
た

め
に
何
か
や
り
た
い
、も
っ
と

名
護
を
盛
り
上
げ
た
い
」と
い

う
気
持
ち
と
、周
り
の
後
押
し

も
あ
り
自
分
が
変
わ
る
き
っ
か

け
に
も
な
れ
ば
と
思
い
応
募

し
ま
し
た
。

②
ギ
タ
ー
を
弾
く
こ
と
や
歌

う
こ
と
が
好
き
で
す
。現
在
は

鉄
板
ス
テ
ー
キ
の
お
店
で
働
い

て
お
り
、目
の
前
で
行
う
華
麗

な
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
お
客
さ
ま
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。自
分
の
磨
い
た
技

や
芸
で
人
を
楽
し
ま
せ
た
り

感
動
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が

好
き
で
す
。

③
国
内
だ
け
で
は
な
く
、世
界

に
も
名
護
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動

を
し
た
い
で
す
。

富
城 

翼（
27
歳
・
那
覇
市
）

①
職
場
か
ら
の
案
内
が
き
っ
か

け
で
し
た
。さ
く
ら
祭
り
を
盛

り
上
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち

と
、転
勤
で
来
て
い
る
の
で
、

名
護
の
た
め
に
何
か
行
動
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。ま

た
小
さ
い
頃
の
夢
が
王
子
に

な
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
、一
つ

夢
が
叶
い
ま
し
た
。

②
笑
顔
で
す
。に
や
け
顔
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。前
向
き
な

気
持
ち
で
い
れ
ば
、何
事
も
楽

し
く
行
動
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
名
護
の
た
め
に
な
る
行
動

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。魅
力

あ
る
ま
ち
の
特
色
を
発
見
し

発
信
し
て
い
く
こ
と
や
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
の
清
掃
活
動
、ま

た
地
域
の
方
々
の
役
に
立
つ

こ
と
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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しせ い フ ラッシュ

月・43 月
市政情報、ご活躍したナグンチュ紹介などを掲載します。

　

3
月
30
日
、や
ん
ば
る
ラ
グ
ビ
ー

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
７
人
が
名
護
市

役
所
を
訪
れ
、名
護
市
に
ゴ
ー
ル
ポ

ス
ト
カ
バ
ー
を
寄
贈
し
た
。カ
バ
ー
は
、

21
世
紀
の
森
公
園
多
目
的
広
場（
サ
ッ

カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
）に
設
置
さ
れ
る
。

　

同
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る
7
人
制

ラ
グ
ビ
ー
競
技
大
会「
や
ん
ば
る
セ
ブ

ン
ス
」は
、平
成
元
年
に
初
め
て
開
催

さ
れ
今
年
で
30
回
目
を
迎
え
た
。市
内

企
業
の
協
賛
を
集
め
、カ
バ
ー
を
寄
贈

し
た
実
行
委
員
長
の
渡
口
尚
さ
ん
は

「
ゴ
ー
ル
ポ
ス
ト
カ
バ
ー
を
今
後
の

中
高
生
の
大
会
な
ど
で
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
話
し
た
。

　

渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
は「
私
も

名
護
高
校
出
身
で
、先
輩
の
活
躍
を

よ
く
覚
え
て
い
る
。今
後
も
皆
さ
ん
の

活
動
を
続
け
て
ほ
し
い
」と
述
べ
た
。

や
ん
ば
る
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

30
年
の
節
目
に
ポ
ス
ト
カ
バ
ー
寄
贈

プラス

ゴールポストカバーを寄贈したやんばるラグビークラブの皆さん

特別賞受賞を報告した青少協羽地支部の金城支部長(左)

　

3
月
22
日
、平
成
29
年
度 

沖
縄
県

地
域
振
興
協
会
地
域
活
性
化
助
成
事
業

特
別
賞
が
平
成
26
年
か
ら
羽
地
子
ど
も

文
化
体
験
学
習（
羽
地
子
ど
も
豊
年
祭
）

を
実
施
し
て
い
る
市
青
少
年
協
議
会

羽
地
支
部
に
贈
ら
れ
た
。同
賞
は
地
域

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
団
体
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
76
団
体
中
3
団
体
が

受
賞
し
た
。

　

4
月
2
日
、金
城
順
一
郎
同
会
支

部
長
が
名
護
市
役
所
を
訪
れ
、渡
具
知

武
豊
名
護
市
長
に
報
告
し
た
。金
城
支

部
長
は「
事
業
を
通
し
て
子
ど
も
が
地

域
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
る
。豊
年
祭

の
後
継
者
を
育
て
る
た
め
に
も
大
切
な

取
り
組
み
に
な
っ
た
」と
話
し
た
。

　

渡
具
知
市
長
は「
羽
地
は
豊
年
祭
が

盛
ん
な
地
域
。子
ど
も
た
ち
が
豊
年
祭

を
通
し
て
伝
統
行
事
を
引
き
継
ぐ
一
つ

の
手
段
と
な
っ
て
お
り
、素
晴
ら
し
い

こ
と
」と
受
賞
を
称
え
た
。

未
来
へ
つ
な
げ
郷
土
芸
能

「
羽
地
子
ど
も
豊
年
祭
」

地
域
活
性
化
特
別
賞

　

こ
の
ほ
ど
、名
護
青
少
年
育
成
協
議

会
羽
地
支
部
と
羽
地
支
部
婦
人
会
、

羽
地
地
域
の
女
性
有
志
が
平
和
紙
芝
居

「
ち
ー
ち
ゃ
ん
の
戦
争
」を
制
作
し
た
。

紙
芝
居
に
は
羽
地
の
戦
争
体
験
者

1
3
5
人
の
証
言
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、十
・
十
空
襲
や
手
術
に
立
ち
会
う

三
高
等
女
学
校
の
生
徒
の
様
子
な
ど
が

描
か
れ
て
い
る
。

　

3
月
29
日
、紙
芝
居
を
各
小
学
校
や

中
央
図
書
館
な
ど
に
寄
贈
す
る
た
め

名
護
市
役
所
を
訪
れ
た
関
係
者
は
、

岸
本
敏
孝
名
護
市
教
育
委
員
会
教
育

長
に
19
部
を
手
渡
し
た
。

　

同
協
議
会
羽
地
支
部
の
松
田
末
子

さ
ん
は「
私
も
そ
う
で
す
が
、今
の
子
ど

も
た
ち
は
自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
で

起
き
た
事
を
知
ら
な
い
。紙
芝
居
を
通

し
て
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
た
い
」

と
話
し
た
。

舞
台
は
羽
地 

沖
縄
戦
の
記
憶

紙
芝
居「
ち
ー
ち
ゃ
ん
の
戦
争
」紙芝居を贈呈した羽地支部婦人会ら関係者のみなさん

贈呈式に出席した玉城所長(前列中央)と関係者

　

3
月
29
日
、名
護
警
察
署
で
名
護
地

区
防
犯
協
会
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
付
き

L
E
D
ラ
イ
ト
が
名
護
警
察
署
管
内

の
各
教
育
委
員
会
へ
贈
呈
さ
れ
た
。同

品
は
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
福
岡
県
）よ
り
協
会
へ
提
供
さ
れ
た

も
の
で
、市
内
約
8
0
0
人
を
含
め
た

名
護
警
察
署
管
内
の
小
学
校
の
新
1
年

生
全
員
に
配
布
さ
れ
る
。ロ
イ
ヤ
ル

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
沖
縄
営
業
所
の

玉
城
仁
所
長
は「
ブ
ザ
ー
が
聞
こ
え
た

ら
声
か
け
を
し
て
新
1
年
生
の
安
心

安
全
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

　

古
波
蔵
廣
名
護
地
区
防
犯
協
会
長

は「
子
ど
も
を
し
っ
か
り
見
守
る
立
場

か
ら
活
用
し
た
い
」と
語
り
、岸
本
敏
孝

名
護
市
教
育
委
員
会
教
育
長
は「
登
下

校
の
安
全
確
保
は
大
事
な
こ
と
。子
ど

も
が
健
や
か
な
生
活
を
送
る
一
助
と

な
る
」と
感
謝
し
た
。

防
犯
ブ
ザ
ー
付
き
L
E
D
ラ
イ
ト
を

寄
付 

新
1
年
生
に
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　6月1日から6月7日は、「水道週間」です。期間中、全国各地でさまざまなイベントが開催されており、名護市では以下のイベントを
予定しています。この機会に水道について考えてみてはいかがでしょうか。

※②、⑥へのご参加は事前申し込みが必要となります。下記まで氏名・参加人数を
　お知らせください。

平成30年度 水道週間イベントのお知らせ

第60回 水道週間スローガン『水道水 安全 おいしい 金メダル』

②52‐2264(浄水係) ⑥52‐2583(建設係) suidousisetsu@city.nago.lg.jp☎問 水道施設課

イ ベ ン ト 名 場　　　所 期　　　間

パネル展示①

⑥

④

⑤

②

③

中央浄水場見学
※要事前申込(5月25日（金）まで)

名護市役所本庁 １階ホール 6月1日（金）～7日（木）

6月2日（土）

6月4日（月）～6日（水）

6月7日（木）

6月7日（木）

6月7日（木）

名護市役所本庁 １階ホール

中央浄水場
（名護市字為又1219-264）

市内

名護市役所本庁 1階ピロティ

名護市役所本庁 中庭

給水装置無料点検
(市内在住の高齢者宅)

配管実技体験
※要事前申込(5月25日（金）まで)

利き水チャレンジ

水浄化実演、応急給水体験

　

４
月
４
日
、名
護
市
婦
人
会「
交
通

安
全 

母
の
会
」か
ら
市
内
全
小
学
校
の

新
１
年
生
に
、沖
縄
の
魔
除
け〝
サ
ン
〞

を
か
た
ど
っ
た
、交
通
安
全
お
守
り
が

名
護
市
教
育
委
員
会
に
贈
呈
さ
れ
た
。

　

名
護
市
役
所
で
行
わ
れ
た
寄
贈
式

で
同
会
の
玉
城
常
子
会
長
は「
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
願
い
、会
員
が
一
つ
一
つ

手
作
り
し
た
。お
守
り
は
親
御
さ
ん

た
ち
の
心
の
支
え
に
も
な
る
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生

き
と
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
、地
域
の

見
守
り
役
を
担
っ
て
い
き
た
い
」と
、

笑
顔
で
話
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
願
う

婦
人
会
手
作
り
の
お
守
り

お守りを寄贈した交通安全 母の会の皆さん

　

4
月
4
日
、関
係
者
出
席
の
も
と

名
護
市
役
所
で
平
成
30
年 

春
の
全
国

交
通
安
全
出
発
式（
主
催
：
名
護
市
交
通

安
全
推
進
協
議
会
）が
行
わ
れ
た
。

　

出
席
し
た
渡
具
知
武
豊
名
護
市
長

は「
期
間
中
市
内
で
は
各
学
校
の
入
学

式
が
行
わ
れ
る
。次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
大
切
。

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、よ
り
一
層

努
力
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

山
田
聡
名
護
警
察
署
長
は「
平
成

29
年
は
人
身
事
故
に
占
め
る
飲
酒
運

転
絡
み
の
事
故
の
構
成
率
ワ
ー
ス
ト

１
位
を
免
れ
、汚
名
返
上
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、未
だ
ワ
ー
ス
ト
圏
内
。飲
酒

運
転
根
絶
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
が

大
切
」と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
4
月
6
日
か
ら
15
日
ま
で
の
期
間
中
、

市
内
で
街
頭
宣
伝
な
ど
の
広
報
活
動

が
行
わ
れ
た
。

「
よ
く
み
せ
て 

ち
い
さ
な
き
み
の

お
お
き
な
て
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に名護市新採用職員より飲酒運転根絶宣言が行われた
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名護市役所本庁

国頭村→

←本部町

↑
本
部
町

21世紀の森公園21世紀の森公園

名桜大学

ナゴ
パイナップルパーク

北部看護学校

中央浄水場
（本部向け
パイナップルパーク手前を右折）

84
58

449



歳出 の内訳 歳入 の内訳

　名護市食鳥処理施設整備事業や金融・ＩＴ産業等集積基盤整備事業（みらい５号館）（北連※）の減などにより、
前年度と比べて５億８千万円減額となりました。※北連：沖縄北部連携促進特別振興事業

当初予算に計上された主な事業

平成30年度 一般会計
375億7，244万円当初予算額

（対前年度比1.5%減、5億7,968万円減）

375億7,244万円

歳出

平成30年度
一般会計

375億7,244万円

歳入

平成30年度
一般会計

市税
62億8,325万円
(16.7%)

総務費
61億5,580万円
(16.4%)

民生費
126億3,391万円
(33.6%)

衛生費
29億8,126万円

(7.9%)

農林水産業費
35億4,739万円

(9.5%)

土木費
45億2,308万円

(12.0%)

教育費
40億　344万円

(10.7%)

公債費
22億4,807万円

(6.0%)
消防費
6億　221万円
(1.6%)

その他
8億7,728万円(2.3%)

地方交付税
79億3,143万円
(21.1%)

国県支出金
140億7,433万円

(37.5%)

地方債
30億7,525万円

(8.2%)

財産収入
21億5,087万円

(5.7%)

その他
40億5,731万円

(10.8%)

・総務費
・民生費
・衛生費
・農林水産業費
・土木費
・消防費
・教育費
・公債費
・その他

61億 5,580万円
126億 3,391万円
29億 8,126万円
35億 4,739万円
45億 2,308万円
6億 　221万円
40億 　344万円
22億 4,807万円
8億 7,728万円

・市税
・地方交付税
・国県支出金
・地方債
・財産収入
・その他

62億 8,325万円
79億 3,143万円
140億 7,433万円
30億 7,525万円
21億 5,087万円
40億 5,731万円

歳
出（
支
出
）

歳
入（
収
入
）

名護市食鳥処理施設整備事業 24億 5，794万円24億 5，794万円予算額

県内食鳥処理施設は老朽化が著しく、県産鶏肉の安全・安心の確保が困難となっていることから、県内の食鳥処理業者の協業化および老朽化した
食鳥処理施設の再編を行い、新たな食鳥処理施設を整備する。

２１世紀の森公園建設費 17億 　  29万円17億 　  29万円予算額

市街地に位置する総合公園としてスポーツおよびレクリエーション並びに憩いの場を提供する公園を整備する。
（平成30年度は市営球場の建築工事などを実施する。）

屋部中学校校舎新築事業 5億  2，839万円5億  2，839万円予算額

生徒数増に伴う教室不足を補うため、校舎の新築工事を行う。

学校給食施設整備事業 4億 8，719万円4億 8，719万円予算額

名護市学校給食施設再整備基本計画に基づく、（仮称）名護第一学校給食センター建設（平成32年1月の供用開始）に向け取り組む。

瀬嵩第三市営住宅新築事業（基幹）（北連）  3億 6,899万円 3億 6,899万円予算額

住宅困窮世帯の生活の安定、定住人口の維持拡大による地域コミュニティの活性化を目的とした市営住宅12戸の新築。

市民のひろば 2018 . 5 6



水道事業
会計予算

特別会計
予算

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
公共下水道事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
第三地区土地区画整理事業特別会計

78億　375万円
44億8,900万円
10億7,926万円
4億8,982万円
9,869万円

歳　入 歳　出
収益的収支 19億2,068万円

5,846万円

17億1,578万円

5億　855万円資本的収支

※予算額100億円=家計10万円

収　　入
基本給（市税）
諸手当（財産収入、使用料、手数料など）
親からの助成
　（国県支出金）

　（地方交付税）

　（交付金、譲与税など）

貯金の取り崩し（繰入金）
銀行からの借入（地方債）

62,832円
33,911円
236,840円

11,389円
30,752円

支　　出
食費（人件費）
医療費など（扶助費）
家のローン返済（公債費）
家の増改築など（投資的経費）
光熱水費（物件費）
住宅や家電の修理費（維持補修費）
学費、各種会費など（補助費等）
子どもへの仕送り（繰出金）
その他

46,732円
108,205円
22,481円
84,901円
40,319円
2,300円
48,280円
21,131円
1,375円

375,724円月計

・人件費
・扶助費
・公債費

46億7,322万円
108億2,051万円
22億4,807万円

義務的経費

・物件費
・維持補修費
・補助費等
・積立金
・繰出金
・その他

40億3,194万円
2億2,996万円
48億2,804万円

3,743万円
21億1,309万円
1億　　6万円

その他の経費

・普通建設事業費
　 補助事業費
　 単独事業費
・災害復旧費

81億9,885万円
2億   420万円
8,707万円

投資的経費

歳出予算を
別の視点でみると…

375,724円月計

名護市の予算を1カ月の家計にたとえると…

375億7,244万円

歳出

平成30年度
一般会計

扶助費
108億2,051万円
(28.8%)

公債費
22億4,807万円
(6.0%)

普通建設事業費(補助)
81億9,885万円

(21.8%)

物件費
40億3,194万円

(10.7%)

補助費等
48億2,804万円

(12.8%)

普通建設事業費(単独)
2億  420万円
(0.6%)

災害復旧費
8,707万円
(0.2%)

維持補修費
2億2,996万円
(0.6%)

積立金
3,743万円
(0.1%)

繰出金
21億1,309万円
(5.6%)

その他
1億　6万円
(0.3%)

義務的経費
177億4,180万円

(47.2%)

その他の経費
113億4,052万円

(30.2%)

投資的経費
84億9,012万円(22.6%)

人件費
46億7,322万円
(12.5%)
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名
護
市
で
は
4
月
1
日
付
け
で
、職
員
の
定
期

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。平
成
29
年
度 

退
職
者

お
よ
び
平
成
30
年
度 

新
採
用
職
員
と
合
わ
せ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※（　

）内
は
異
動
前
の
職
名

人
事
異
動

人
事
異
動

総務課 人事給与係 ☎問 53-1212（内線２１4）

部
長
級

退
職
者

課
長
級

新
採
用
職
員

◎
政
策
調
整
官
／
祖
慶 
実
季（
農
林
水
産
部
長
）

◎
会
計
課
／
渡
口 

尚
吾

◎
秘
書
渉
外
課
／
塩
浜 

敦
子

◎
税
務
課
／
具
志
堅 

興
太

◎
税
務
課
／
神
山 

あ
か
ね

◎
企
画
情
報
課
／
真
栄
田 

美
里

◎
保
育
・
幼
稚
園
課
／
髙
江
洲 

彩
華

◎
社
会
福
祉
課
／
奥
村 

康
郎

◎
生
活
支
援
課
／
仲
里 

寿
梨

◎
生
活
支
援
課
／
池
宮
城 

昭
太

◎
生
活
支
援
課
／
新
城 

岬

◎
介
護
長
寿
課
／
平
安
名 

智
貴

◎
国
民
健
康
保
険
課
／
川
﨑 

佑

◎
健
康
増
進
課
／
神
山 

加
奈
子

◎
健
康
増
進
課
／
新
川 

杏
奈

◎
園
芸
畜
産
課
／
武
村 
心

◎
農
林
水
産
課
／
比
嘉 
隼
人

◎
農
林
水
産
課
／
比
嘉 

俊
弥

◎
都
市
計
画
課
／
阿
南 

卓
磨

◎
建
設
土
木
課
／
饒
波 

茂
人

◎
建
築
住
宅
課
／
前
川 

梓

◎
環
境
対
策
課
／
長
堂 

裕
也

◎
環
境
対
策
課
／
當
眞 

裕
充

◎
下
水
道
課
／
仲
間 

直
樹

◎
水
道
施
設
課
／
下
地 

さ
く
ら

◎
議
会
事
務
局
／
上
地 

利
恵
子

◎
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
／
津
波
古 

愛
梨

◎
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
／
比
嘉 

一
塁

◎
教
育
委
員
会
文
化
課
／
真
栄
田 

義
人（
任
期
付
）

◎
消
防
本
部
／
大
兼
久 

海

◎
消
防
本
部
／
玉
城 

博
哉

◎
消
防
本
部
／
儀
武 

侑
大
郎

◎
こ
ど
も
家
庭
部
長
／
山
城 

実
千
代

◎
屋
部
支
所
長
／
山
本 

英
康

◎
介
護
長
寿
課
長
／
末
吉 

業
立

◎
健
康
増
進
課
長
／
伊
波 

勝
枝

◎
市
民
課
長
／
岸
本 

久
博

◎
消
防
署
長
／
宮
城 

行
正

◎
都
市
計
画
課
区
画
整
理
係
長
／
末
松 

文
哉

◎
下
水
道
課
管
理
係
長
／
仲
間 

斉

◎
教
育
委
員
会
総
務
課
屋
部
給
食
セ
ン
タ
ー

　
吉
元 

貴
美
江

◎
総
務
課
／
金
城 

佳
子

◎
企
画
情
報
課
／
仲
松 

春
香

◎
生
活
支
援
課
／
髙
江
洲 

昌
喬

◎
都
市
計
画
課
／
米
村 

尚
徳

◎
消
防
署
／
宮
城 

美
奈
子

◎
商
工
観
光
局
参
事
兼
経
済
金
融
活
性
化
特
区

　

 

推
進
室
長
兼
企
業
誘
致
班
長

　

金
城 

進（
地
域
政
策
部
長
）  

◎
こ
ど
も
家
庭
部
長

　

大
兼 

康
弘（
教
育
委
員
会
総
務
課
長
）

◎
農
林
水
産
部
長

　

比
嘉 

克
宏（
商
工
観
光
局
長
）    

◎
総
務
部
長

　

金
城 

秀
郎（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

◎
地
域
政
策
部
長
／
松
田 

健
司（
総
務
省
）

◎
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　

石
川 

達
義（
総
務
部
長
）

◎
商
工
観
光
局
長
兼
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

　

小
野 

雅
春（
政
策
調
整
官
）

◎
会
計
課
主
幹
兼
出
納
係
長

　

平
良 

宏
美（
市
民
福
祉
部
市
民
課
主
幹
）

◎
地
域
政
策
部
地
域
力
推
進
課
長

　

佐
久
川 

純（
地
域
政
策
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）

◎
地
域
政
策
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

　

 

兼
高
校
総
体
推
進
室
長

　

平
得 

薫（
地
域
政
策
部
久
志
支
所
長
）

◎
地
域
政
策
部
羽
地
支
所
長

　

吉
田 

正
志

　
（
市
民
福
祉
部
介
護
長
寿
課
介
護
保
険
料
係
長
）

◎
地
域
政
策
部
久
志
支
所
長

　

謝
花 

良
竹（
地
域
政
策
部
羽
地
支
所
長
）

◎
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長

　

比
嘉 

恒
治（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

◎
こ
ど
も
家
庭
部
保
育
・
幼
稚
園
課
長

　

佐
久
川 
智
浩（
こ
ど
も
家
庭
部
こ
ど
も
家
庭
課
長
）

◎
こ
ど
も
家
庭
部
こ
ど
も
育
成 
環
境

　

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
主
幹

　

山
城 

実
千
代（
こ
ど
も
家
庭
部
長
・
再
任
用
）

◎
市
民
福
祉
部
介
護
長
寿
課
長

　

大
城 

智
美（
市
民
福
祉
部
介
護
長
寿
課
主
幹
）

◎
市
民
福
祉
部
市
民
課
長

　

伊
野
波 

盛
満（
総
務
部
財
政
課
財
政
係
長
）

◎
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

照
屋 

貴
史
子

　
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
）

◎
教
育
委
員
会
総
務
課
長

　

仲
井
間 

修（
地
域
政
策
部
地
域
力
推
進
課
長
）

◎
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

　

仲
宗
根 

勝
也（
大
北
小
学
校
校
長
）

◎
教
育
委
員
会
文
化
課
長

　

比
嘉 

久（
文
化
課
長
兼
博
物
館
長
）

◎
博
物
館
長
兼
新
博
物
館
建
設
担
当
技
幹

　

仲
田 

宏（
建
設
部
建
築
住
宅
課
建
築
相
談
係
長
）

◎
名
護
小
学
校
校
長

　

大
城 

勝（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長
）

◎
消
防
署
長

　

翁
長 

武
仁（
消
防
本
部
警
防
課
警
防
係
長
）

◎
市
民
福
祉
部
介
護
長
寿
課
主
幹

　

宮
城 

範
子

　
（
市
民
福
祉
部
介
護
長
寿
課
高
齢
福
祉
係
長
）

◎
市
民
福
祉
部
健
康
増
進
課
長

　

仲
里 

幸
一
郎

　
（
商
工
観
光
局
経
済
金
融
活
性
化
特
区
推
進
室
長
兼
企
業
誘
致
班
長
）

◎
こ
ど
も
家
庭
部
保
育
・

　

幼
稚
園
課
幼
稚
園
担
当
主
幹

　

金
城 

三
津
代（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
務
係
主
査
）

◎
地
域
政
策
部
屋
部
支
所
長

　

岸
本 

林（
総
務
部
税
務
課
家
屋
係
長
）

◎
総
務
部
総
務
課
人
事
制
度
改
革
担
当
主
幹

　

宮
城 

聖（
農
林
水
産
部
農
業
政
策
課
農
政
計
画
係
長
）
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平成30年４月１日から市役所の
組織の一部が変わりました

53-1212(内線242)☎企画情報課 行政経営係問

　平成30年４月１日から市役所組織の一部が変更になりましたので、お知らせします。

部 署 名 連 絡 先 主 な 業 務

児童手当、児童扶養手当、こども医療費助成、母子および
父子など医療費助成、放課後児童健全育成事業に関すること

家庭児童相談室、女性相談、ひとり親家庭などの福祉に
関すること

保育所の入園手続き・保育料、病児保育事業に関すること

施設型給付費・地域型保育給付費、地域子ども・子育て
支援事業に関すること

公立幼稚園に関すること、就園奨励費に関すること

公立の幼保連携型認定こども園、子育て支援施設の
整備に関すること

子育て支援課

子育て支援係

家庭支援係

保育係

給付係

幼稚園担当

保育・幼稚園課

こども育成環境整備
プロジェクト・チーム

　就学前施設（保育所、幼稚園、認定こども園）に関する各種事務が集約された一つの部署（窓口）に
おいて、利用者（保護者）の利便性の向上および統一的な施策の展開を図ることを目的に、教育委員会
から幼稚園に関する事務の一部を補助執行により、こども家庭部に移管しました。
　こども家庭部内の各部署の連絡先、主な業務は次のとおりです。

◆こども家庭部の再編

　2019年度に南部九州ブロック４県（熊本、宮崎、鹿児島、沖縄）で開催される全国高等学校
総合体育大会において、名護市は、自転車（ロード）および空手道の開催地となっています。その
開催に向けて取り組むため、地域政策部に「高校総体推進室」を設置します。
※高校総体推進室の業務場所は、市民会館２階です。

◆高校総体推進室の設置

53-5434（直通）☎

　「自転車のまちづくり」に関する取り組みを推進するため、商工観光局に「自転車のまちづくり推進室」を
設置します。
※自転車のまちづくり推進室の業務場所は、産業支援センター２階です。

◆自転車のまちづくり推進室の設置

53-7530（直通）☎

53-1212
（内線108／110）
☎

53-1212
（内線107）
☎

53-1212
（内線122／129）
☎

53-1212
（内線109／116）
☎

53-1212
（内線379／382）
☎

53-1212
（内線384）
☎
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６月１日
からごみ袋料金が値下げ

となります

ハブに注意を

５２-０００３　☎環境対策課 環境衛生係問

５２-０００３☎環境対策課 環境保全係問

　平成３０年６月１日からごみ袋の金額(ごみ処理手数料)が次のとおり変更となります。

　５月１日から６月30日の間、沖縄県より平成30年 ハブ咬症注意報が発令されています。

　気温が暖かくなるとハブの行動が活発になります。農作業や
行楽などで田畑や山野への出入りが多くなるこの時期にハブ
咬症被害も多く発生しています。
　草刈りやネズミの駆除など敷地内の環境整備を行い、ハブが
生息・侵入しにくい環境を整えましょう。また、田畑や山野、草地
などへの出入りや夜間に歩行する際には十分に注意するよう
心がけましょう。

①あわてずにハブかどうかを確かめる
　　ヘビの種類が分からなくてもハブなら2カ所の牙あとが
　つき、5分もしないうちに腫れてきます。

②助けを求める
　　走ると毒の回りが早くなるので、車で病院に運んでもら
　うかゆっくり歩いて行きましょう。

③ゆるく縛る
　　病院まで時間がかかる場合は指一本通る程度に包帯や
　ネクタイで咬まれた部位より心臓に近い部分をゆるく縛り
　ます。強くしばると血が止まり逆効果になることもあります。

種　別

指
定
ご
み
袋（
家
庭
用
・
事
業
用
）

規　格

1 0 リットル 1 2 0 円

2 4 0 円

3 6 0 円

5 4 0 円

8 4 0 円

1, 0 8 0 円

1 0 0 円

1 2 0 円

1 8 0 円

2 7 0 円

4 2 0 円

5 4 0 円

1 0 枚 入 り 1 組 に つ き

1 0 枚 入 り 1 組 に つ き

1 0 枚 入 り 1 組 に つ き

1 0 枚 入 り 1 組 に つ き

1 0 枚 入 り 1 組 に つ き

1 0 枚 入 り 1 組 に つ き

2 0 リットル

3 0 リットル

4 5 リットル

7 0 リットル

9 0 リットル

ご み 袋 の 金 額 ( ご み 処 理 手 数 料 )

変 更 前 変 更 後1 組 あ た り の 枚 数

参考資料：沖縄県発行パンフレット『ハブに注意！』より

業務内容：野犬などの捕獲、パソコンを使用した事務処理　日当：6 ,800円
就業時間：8：30～17：15　休日：土日祝日(有休月1日)その他詳細はお問い合わせください。
履歴書送付先：名護市字宇茂佐1710番地3 環境対策課 環境保全係

写真上：市内でもよく
　　　 発見されるようになった
　　　 タイワンハブ
提　供：沖縄県環境衛生研究所
写真下：山にいるハブ
提　供：名護博物館

もし咬まれたら？

臨時職員
募集中

ハブ咬症注意報発令中平成30年

PHOTO CAPTION
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けんこうくん あんしんちゃん

村 村

町市

町市

沖縄県

国保の
市役所（市町村）窓口で行う手続きはこれまでどおりです。

社会保険など（職場の健康保険）加入・離脱に伴う
国民健康保険の手続きはお済みですか？

　平成30年4月1日から国民健康保険の制度が変わりました。
　国民健康保険の財政運営主体が沖縄県となり、市町村と沖縄県が共同保険者となりました。今後は、市町村と沖縄県が
国保被保険者の情報を共有し共同で国保の運営を行っていきます。

　国民健康保険に加入中の方が社会保険に加入したとき、また
退職などにより社会保険などを離脱したときには、国民健康保険課
で手続きが必要です。手続きを行わないと、保険税の二重払いや
医療機関受診の際に保険給付が適用されないなど、皆さまの負担が
増えてしまうことがありますのでご注意ください。

これまでは市町村が単独で運営

必
要
書
類

◉国民健康保険証（お持ちの方）　　◉印かん
◉身分証明書　　◉マイナンバー確認書類　　
◉社会保険証または健康保険資格取得・
　喪失証明書（扶養者含め全員分）

4月からは県と市町村が共同で運営

課題
◉財政の安定化
◉事務の効率化
◉運営方針の県内統一化など

4月か
ら 制度が一部
変わりました

県
が
運
営
の
主
体
に　

手
続
き
は
こ
れ
ま
で
同
様
市
役
所
で

保
険
証
の
印
字
が
変
更

　

平
成
30
年
度
証
か
ら
印
字
が
変
更

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
お
持
ち
の

保
険
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

新
保
険
証
は
、国
保
税
の
滞
納
が
無

い
世
帯
お
よ
び「
子
ど
も
証
」対
象
者

に
は
3
月
中
に
世
帯
主
に
送
付
し
て
い

ま
す
。不
在
な
ど
で
保
険
証
を
受
け

取
っ
て
い
な
い
、ま
た
は
国
保
税
の
滞
納

な
ど
に
よ
り
保
険
証
の
発
行
が
さ
れ
て

い
な
い
方
は
国
民
健
康
保
険
課
窓
口

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
名
護
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
国
保

　

広
域
化
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す

　
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
制
度
は

市
町
村
が
個
別
に
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、財
政
の
安
定
化
や
事
務
の

効
率
化
、そ
し
て
運
営
方
針
の
県
内

統
一
化
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
は
県
が
中
心
と

な
り
、市
町
村
と
協
力
し
て
運
営
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。市
町
村
が

国
保
事
業
納
付
金
を
県
に
収
め
、県
が

国
保
の
運
営
の
統
一
的
方
針
を
打
ち

出
し
、ま
た
、保
険
給
付
に
必
要
な
費
用

を
全
額
各
市
町
村
に
支
払
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
手
続
き
は

引
き
続
き
、お
住
ま
い
の
市
町
村
窓
口

で
行
い
ま
す
。

53-1212(資格に関すること 内線157／154)(給付に関すること 内線156)(税に関すること 内線274／153)☎国民健康保険課問

国保の運営方針の決定
（県内の統一方針）
国保事業費納付金を決定、
標準保険税率の設定など

県に国保事業費納付金を納める
保険税率の決定、賦課、徴収
資格管理
（保険証などの発行）など
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　「あけみお」は夜明けの美しい静かな
入り江の青 と々した水の流れのことです。
『あけみおのまち名護』のコーナーでは
各種教育施設や市民団体の活動などの
情報を掲載します。

53-1795（上原）☎事務局問

090-3797-6287(西原)☎ソニードギター合奏団事務局問

　

当
日
は
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー

ト
募
金
を
行
い
ま
す
。地
元
の

ギ
タ
ー
愛
好
会
と
の
コ
ラ
ボ

ス
テ
ー
ジ
あ
り
。

◇
期
日　

5
月
13
日（
日
）

◇
時
間　

午
後
2
時
30
分 

開
演

　
（
午
後
2
時
開
場
）

◇
場
所　

名
護
市
民
会
館

　

中
ホ
ー
ル

◇
主
催　
ソ
ニ
ー
ド
ギ
タ
ー
合
奏
団

◉
第
27
回 

う
り
ず
ん
の
会 

絞
り
染

作
品
展

◇
期
間　
5
月
25
日（
金
）〜
27
日（
日
）

◇
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

　

※
最
終
日
は
午
後
5
時
ま
で

◇
場
所　

名
護
博
物
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
主
催　

う
り
ず
ん
の
会

◇
期
間　
6
月
2
日（
土
）〜
30
日（
土
）

◇
時
間　
毎
週
土
曜
日 

午
後
2
時

　
〜
午
後
4
時 

全
5
回

◇
場
所　

中
央
公
民
館 

工
作
室

◇
対
象　
一
般（
若
い
世
代
歓
迎
）

◇
定
員　

先
着
25
人

◇
資
料
代　

千
円
／
1
人

◇
主
催　

 

名
護
市
文
化
協
会

　

し
ま
く
と
ぅ
ば
部
会

◇
申
込　

講
座
事
務
局
ま
で

講
座「
琉
歌
で
残
そ
う
沖
縄
語
」

ソ
ニ
ー
ド
ギ
タ
ー
合
奏
団

第
11
回 

定
期
演
奏
会

※
入
場
無
料

◉
身
近
な
野
鳥
を
探
し
に
い
こ
う
！

　

5
月
10
日（
木
）〜
16
日（
水
）は
、

愛
鳥
週
間
で
す
。身
近
な
自
然
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
野
鳥
を
探
し
に

行
き
ま
せ
ん
か
？

◇
日
時　

5
月
20
日（
日
）

　

午
前
8
時
〜
正
午

◇
場
所　
名
護
岳
〜
羽
地
周
辺（
予
定
）

　
（
名
護
博
物
館
集
合
）

◇
人
数　

先
着
20
人（
要
予
約
）

◇
参
加
料　

2
0
0
円（
保
険
代
）

◇
講
師　
嵩
原
建
二（
沖
縄
野
鳥
研

　
究
会
・
名
護
博
物
館
友
の
会
）

◇
持
ち
物　
双
眼
鏡・帽
子・飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装（
長
袖
・
長
ズ
ボ

　
ン・運
動
靴
）で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

博
物
館
だ
よ
り

講
座
の
お
知
ら
せ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
催
し
物
※
入
場
無
料

　

毎
年
5
月
18
日
は「
国
際
博
物

館
の
日
」で
す
。

　

名
護
博
物
館
で
は
、5
月
18
日

（
金
）に
常
設
展
示
室
を
無
料
で

見
学
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
名
護
博

物
館
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
国
際
博
物
館
の
日
」

無
料
入
館
日
に
つ
い
て

53-1342☎名護博物館問

　

2
月
20
日
、21
日
に
第
60
回 

九
州

地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
大
会

が
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
、名
護
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
新
垣
嘉
代
子

さ
ん
が
九
州
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

新
垣
さ
ん
は「
受
賞
で
き
大
変
光
栄

に
思
う
。こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
楽
し
く
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

九
州
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰

大会で行われた表彰の様子

受賞を喜ぶ新垣さん

意見書を提出した栂村会長（左）と同審議会委員の
比嘉サダ子さん（中央）

　

名
護
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、

主
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

の
開
催
や
、市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
支
え
て
い
る
。

　
４
月
13
日
、名
護
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
の
栂
村
宙
子
会
長
ら
関
係

者
が
名
護
市
役
所
を
訪
れ
、第
２
次

名
護
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
渡
具
知

武
豊
名
護
市
長
に
提
出
し
た
。

　

渡
具
知
市
長
は「
意
見
書
に
つ
い

て
は
重
く
受
け
止
め
、現
状
を
確
認

し
な
が
ら
答
え
て
い
く
。女
性
の
登

用
に
つ
い
て
積
極
的
に
改
善
し
た
い
」

と
話
し
た
。

名
護
市
男
女
共
同
参
画
計
画
　
実
施
状
況
の
意
見
書
提
出

と
が
む
ら
ひ
ろ 

こ
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だ
よ
り

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
図
書
館
で
す
。改
め

て
開
館
日
・
開
館
時
間
を
ご
案
内
し

ま
す
。

◉
中
央
図
書
館　

◇
開
館
日　

火
曜
〜
日
曜 

午
前
９
時

　
〜
午
後
７
時

※
祝
日
も
、通
常
ど
お
り
開
館
し
て
い

　

ま
す
。

◇
休
館
日　

毎
週
月
曜
・
毎
月
第
４

　

木
曜
・
年
末
年
始
・
蔵
書
点
検
期
間

※
月
曜
が
振
替
休
日
の
場
合
は
開
館

　

し
、翌
日
の
火
曜
が
休
館
日
と
な
り

　

ま
す
。

◉
羽
地
地
区
セ
ン
タ
ー
図
書
室　

◇
開
館
日　

火
曜
〜
土
曜 

午
前
11
時

　
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日　

中
央
図
書
館
と
同
様
の

　

休
館
日
お
よ
び
毎
週
日
曜
・
祝
日

　

現
在
、沖
縄
県
内
で
は
麻
し
ん（
は

し
か
）が
流
行
し
、感
染
警
戒
レ
ベ
ル

が
最
高
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

名
護
市
内
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　

そ
の
状
況
を
ふ
ま
え
、５
月
の
図
書

館
定
例
イ
ベ
ン
ト（
お
は
な
し
会
、上

映
会
、英
会
話
カ
フ
ェ
な
ど
）は
、開
催

を
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
以
降
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
つ
き

ま
し
て
は
、流
行
収
束
な
ど
の
状
況
を

み
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。ご
了
承

く
だ
さ
い
。

～名護・やんばるの自然と文化～

vol.
156

名
護
市
教
育
委
員
会 

文
化
課 

文
化
財
係

　

沖
縄
固
有
の
文
化
で
あ
る
琉
歌
。古

典
音
楽
や
組
踊
な
ど
で
数
多
く
の
琉

歌
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
が
、今
回
は
文

化
財
に
ち
な
ん
だ
琉
歌
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

名
護
市
に
は
現
在
、国
県
市
指
定
の

文
化
財
が
84
件
あ
り
、文
化
財
に
ち
な

ん
だ
琉
歌
が
詠
ま
れ
た
当
時
か
ら
、そ

の
場
所
が
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
や
人
々

が
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

琉
歌
は
主
に
八
・
八
・
八
・
六
調
の
形

式
で
構
成
さ
れ
、作
者
の
見
た
風
景
や

心
情
な
ど
を
詠
ん
だ
歌
で
、古
典
的
な

三
線
の
演
奏
に
の
せ
て
歌
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

国
指
定
天
然
記
念
物「
名
護
の
ひ
ん

ぷ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」に
は
、名
護
の
番
所

の
評
判
を
、番
所
か
ら
見
え
る
松
と
ガ

ジ
ュ
マ
ル
が
と
も
に
繁
栄
す
る
姿
に

た
と
え
詠
ま
れ
た
次
の
よ
う
な
歌
が

あ
り
ま
す
。

　
「
だ
ん
じ
ゅ
豊
ま
れ
る　
名
護
の
番
所

　

松
と
が
じ
ま
る
の　
も
た
え
さ
か
え
」

県
指
定
名
勝「
轟
の
滝
」に
は
、滝
が

落
ち
る
音
の
す
ご
さ
を
称
え
詠
ま
れ
た

　
「
落
て
る
み
な
か
み
の

　
　
　

果
て
や
知
ら
ね
ど
も

　

浮
世
と
ど
ろ
き
の　

音
の
高
さ
」

や
、市
指
定
史
跡「
許
田
の
手
水
」に
も

馬
に
乗
っ
た
作
者
が
有
名
な
許
田
の

手
水
を
見
よ
う
と
し
た
際
の
行
動
を

詠
ん
だ
歌

　
「
馬
よ
引
き
返
せ

　
　
　

し
ば
し
行
ぎ
見
ぼ
し
や

　

音
に
聞
く
名
護
の　

許
田
の
手
水
」

な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。今
回
紹
介
し

た
以
外
に
も
名
護
に
ち
な
ん
だ
琉
歌
が

数
多
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

琉
歌
と
と
も
に
当
時
の
情
景
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
文
化
財
を
巡
る
こ
と

も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。ま
た
、新
た
に

文
化
財
を
詠
ん
だ
琉
歌
を
作
っ
て
み
る

と
、後
世
に
残
る
名
作
が
誕
生
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

５３-7246☎名護市立中央図書館問

　

学
問
・
地
域
・
文
化
を
超
え
て
、

「
や
ん
ば
る
」の
姿
が
見
え
て
く
る

研
究
書
で
す
。

文化財と琉歌

①名護のひんぷんガジュマル
②轟の滝 ③許田の手水

53-3012☎
名護市教育委員会 文化課 文化財係問

◉
移
動
図
書
館「
が
じ
ま
る
号
」

　

５
月
よ
り
、市
内
各
地
へ
巡
回
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
！

※
詳
し
く
は
、図
書
館
だ
よ
り
・
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

『
や
ん
ば
る
学
研
究
会 

会
誌
』

や
ん
ば
る
学
研
究
会
／
編

※
創
刊
号
〜
３
号（
既
刊
）

【
名
護
市
立
中
央
図
書
館
開
館
日・

 　
　
　
　
　
　
　
開
館
時
間
案
内
】

【
麻
し
ん（
は
し
か
）流
行
に
伴
う

図
書
館
イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ
】
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西洋のアンティーク家具
と琉球古民家の趣きが
上手くマッチングした空
間がキラリ輝いています。

ここがキラリ！

～セメント瓦の古民家の良さを多くの方に感じてもらいたい！
　古民家とアンティーク家具の融合がベストマッチ『古民家ゲストハウス 瓦家』の魅力をご紹介します～

キラリ輝くキラリ輝く 市内の中小企業・小規模事業者の取り
組みを紹介するコーナーです。今月は、
「古民家ゲストハウス 瓦家」を紹介
します。

Vol.
36

どこにでもありそうでないゲストハウスを目指して
　今後は、壁や塀にペイントを施しアートな空間を作っていきたいです。沖縄と
欧米の文化を融合したゲストハウスを体感しに来てください。

Q

　知り合いが保有していた空き家をこのままにしておくのはもったいないと
思い、昔ながらの家の良さを伝えるゲストハウスをオープンしました。
　アンティーク家具と沖縄らしいセメント瓦の古民家が融合し、言葉では
表現できない味が出ています。模合や女子会など、みんなで楽しむ集まりの
場所として最適です。観光客を相手に素泊まりだけではなく、ガイドブックに
載っていない場所への案内や古民家周辺の散策などもしています。市内
在住の方も、この憩いの空間で心温まる時間を仲間や家族と過ごしてみては
いかがでしょうか。

空き家を活用し、非日常の空間を提供

古民家ゲストハウス 瓦家
勢理客 智恵代 表

宿泊業主な事業

090-5082-4221電 話

 https://www.instagram.com/kawaraya3588i n s t a g r am

名護市東江3-19-9住 所

代表者 勢理客 智恵 氏

農業生産法人株式会社クックソニア問

43-5895電 話

ナ
グ
リ

月刊
　

今
回
は
、先
月
号
で
も
取
り
上
げ
た

「
農
業
の
６
次
産
業
化
」に
つ
い
て
、実
際
に

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
芳
野
幸
雄
さ
ん

（
農
業
生
産
法
人
株
式
会
社
ク
ッ
ク
ソ
ニ
ア

代
表
取
締
役
）に
話
を
伺
い
ま
し
た
。　

　

収
益
性
の
高
い
農
業
を
目
指
し
て
、農

産
物
の
生
産
、加
工
、販
売
全
て
を
行
う

や
ん
ば
る
畑
人（
は
る
さ
ー
）プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
2
0
1
0
年
12
月
か
ら
行
っ
て

き
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、や

ん
ば
る
な
ら
で
は
の
農
産
物
を
大
切
に

育
て
、「
や
ん
ば
る
ス
パ
イ
ス
」な
ど
の
商

品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

芳
野
さ
ん
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
多
く
の
方
と
関
わ
り
を
持
て
た
こ
と

が
大
き
い
。加
工
業
者
や
販
売
業
者
な
ど

多
く
の
人
と
関
わ
る
中
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
知
っ
て
も
ら
い
、ブ
ラ
ン
ド
力
が
つ
い
て

き
た
と
感
じ
る
。今
で
は
市
内
の
ス
ー
パ
ー

に
野
菜
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
、

生
産
農
家
へ
の
野
菜
の
注
文
が
増
え
て

「
稼
げ
る
」「
カ
ッ
コ
い
い
」「
感
動
が
あ
る
」

新３K

農
業
の
確
立
を
目
指
し
て

地
元
の
人
に
も
お
い
し
い
野
菜
を

知
っ
て
ほ
し
い

い
る
」と
語
り
ま
す
。

　

ピ
ク
ル
ス
、シ
マ
ナ
ー（
カ
ラ
シ
ナ
）の

粒
マ
ス
タ
ー
ド
、人
参
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

数
々
の
加
工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。中
に

は
す
ぐ
売
り
切
れ
る
シ
ー
ズ
ン
限
定
の

人
気
商
品
も
あ
り
ま
す
。

「〝
や
ん
ば
る
で
採
れ
る
野
菜
は
お
い
し
い
〞

と
、観
光
客
だ
け
で
は
な
く
地
元
の
方
に

も
知
っ
て
ほ
し
い
。や
ん
ば
る
で
や
れ
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。今
後
も
、や
ん

ば
る
の
自
然
を
生
か
し
な
が
ら
楽
し
め

る
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
」と
展
望
を

語
り
ま
し
た
。

▲インタビューに
　答えた芳野さん

◀6次産業化で生まれた
　「やんばるピクルス」
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経済金融活性化特区・
情報特区の企業と雇用
平成30年3月末現在

企 業 数
雇用者数

43社
1,110人

　
昨
年
10
月
か
ら
今
年
2
月
に
か
け
て
、

市
内
に
本
社
を
構
え
る
株
式
会
社
ス

プ
リ
ン
グ
ナ
レ
ッ
ジ
ラ
ボ
と
連
携
し
、

求
職
中
ま
た
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

希
望
す
る
女
性
を
対
象
と
し
た
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。全
12
回
の
講
座

で
は
、参
加
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
を
学
び
ま
し
た
。講
座
内

容
は
次
の
三
つ
で
し
た
。

①
履
歴
書
の
書
き
方
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

　

ナ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
働
く
た
め

　

の
ベ
ー
ス
ス
キ
ル
を
見
直
す
講
座
。

②
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
基
礎
か
ら
応
用
ま
で

　

使
い
方
を
学
ぶ
Ｐ
Ｃ
ス
キ
ル
向
上

　

講
座
。

③
沖
縄
県
内
の
事
例
か
ら
学
ぶ
、女

　

性
の
働
き
方
に
つ
い
て
の
講
話
。

働
く
女
性
に
向
け
た

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ご意見・ご感想をお寄せください

特定非営利活動法人NDA
TEL.0980-55-3333　FAX.0980-55-3332
メールアドレス.info-nda@nda.city.nago.okinawa.jp

商工観光局　経済金融活性化特区推進室（企業誘致班）
TEL.0980-53-7530　FAX.0980-53-7522

お問い合わせ先

WEBでも
情報発信しています！
■ NDAホームページ
　 http://nda.city.nago.okinawa.jp/
■ 商工観光局　経済金融活性化特区推進室（企業誘致班）
　 http://www.city.nago.okinawa.jp/4/3259.html

特区で働こう！

　

今
月
は
、平
成
29
年
度
に
市
、学
校
、

企
業
、Ｎ
Ｄ
Ａ
が
連
携
し
て
実
施
し
た

人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

ファイナンシャルプランナー講座の様子

女性向け就職支援セミナー ＰＣスキル向上講座の様子

『特定非営利活動法人ＮＤＡ』

　

N
Ｄ
Ａ
で
は
今
回
紹
介
し
た
講
座

以
外
に
も
名
護
市
や
市
内
の
学
校
・

企
業
と
連
携
し
て
人
材
育
成
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
金
融
・
Ｉ
Ｔ

関
連
の
企
業
で
働
く
に
は
専
門
的
な

知
識
が
必
要
で
は
？
」「
Ｉ
Ｔ
は
難
し

い
」と
感
じ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い

Ｎ
Ｄ
Ａ
の
実
施
講
座
を
活
用
し
て

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
！

　

Ｎ
Ｄ
Ａ
で
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
つ
と
し
て
、名
護
商
工
高
等
学
校

N
D
A
の
人
材
育
成
の
取
り
組
み

名護市では雇用創出を目的として、
金融・情報通信関連企業の誘致を
推進しています。平成26年4月には
『経済金融活性化特別地区』の指定
を受けました。

ま
す
。

　

し
か
し
、特
区
進
出
企
業
の
採
用

担
当
者
か
ら
は「
未
経
験
者
で
も
や

る
気
が
あ
り
、ス
キ
ル
を
磨
く
努
力

を
続
け
ら
れ
る
人
材
を
採
用
し
た

い
」と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
人
材
育
成
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。内
容
や
開
催
日
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
、名
護
市
広
報「
市

民
の
ひ
ろ
ば
」や
Ｎ
Ｄ
Ａ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ｐ
・・・
家
計
に
関
わ
る
金
融
や

税
制
・
保
険
な
ど
の
知
識
を
活
用

し
て
、経
済
的
な
側
面
か
ら
夢
や

目
標
が
実
現
す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
専
門
家
。

Ｆ
Ｐ（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・

プ
ラ
ン
ナ
ー
）を
目
指
す

学
生
へ
の
支
援

商
業
科
・
地
域
産
業
科
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

コ
ー
ス
の
生
徒
を
対
象
に
、専
門
講
師

を
招
い
て
Ｆ
Ｐ
実
務
の
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。生
徒
自
身
の
生
活
と
金
融

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
学
ん
で
頂
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｆ
Ｐ
技
能
士
3
級
の
資
格

取
得
に
向
け
た
試
験
対
策
講
座
を

開
催
し
、Ｆ
Ｐ
の
基
礎
的
な
知
識
の

修
得
の
み
な
ら
ず
、実
技
講
習
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
9
月
に
本
試
験
が
行
わ

れ
、名
護
商
工
高
等
学
校
か
ら
10
人
が

受
講
し
、半
数
以
上
の
生
徒
が
合
格

し
て
い
ま
す
。
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まちの話題

が
じ
ゅ
バ
ル
パ
レ
ー
ド
開
催
！

　

3
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で
の
期
間

中
、チ
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
や
食
事
を
楽

し
め
る「
が
じ
ゅ
ま
る
Ｄ
Ｅ
街
バ
ル
」

（
主
催
：
名
護
市
、名
護
市
商
工
会
、

名
護
市
観
光
協
会
、資
源
管
理
活
用

管
理
協
会
）が
名
護
市
街
地
の
44
店
舗

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。期
間
中
、

参
加
店
舗
で
は
、市
産
の
食
材
を
使
っ

た
限
定
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
、前
売

り
チ
ケ
ッ
ト
と
期
間
中
販
売
さ
れ
た

チ
ケ
ッ
ト
は
、予
定
枚
数
を
上
回
る

1
8
0
0
枚
と
な
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
最
終
日
の
24
日
、が
じ
ゅ

バ
ル
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
、イ
ベ
ン

ト
関
係
者
や
市
内
中
学
校
5
校
合
同

の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
ひ
ん
ぷ
ん

ガ
ジ
ュ
マ
ル
付
近
か
ら
北
部
合
同
庁

舎
ま
で
を
行
進
し
た
。訪
れ
た
3
万

5
千
人
の
観
衆
は
、合
同
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
の
演
奏
に
声
援
を
送
っ
た
。

3
万
5
千
人
が
押
し
寄
せ
た

パ
レ
ー
ド

　

同
日
、市
内
の
１１
の
小
学
校
か
ら

小
学
生
47
人
が
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
加

わ
っ
た「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

35
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
」も
行

わ
れ
た
。キ
ッ
ズ
ダ
ン
サ
ー
や
デ
ィ
ズ

ニ
ー
の
仲
間
た
ち
が
登
場
す
る
と

　

開
園
35
周
年
を
迎
え
る「
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」は
、日
本
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
パ
レ
ー
ド
を
行
う「
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
35
周
年

〝H
appiest C

elebration!

〞」を

開
催
し
て
お
り
、今
回
、名
護
市
の

「
が
じ
ゅ
ま
る
D
E
街
バ
ル
」に
合
わ

せ
て
、ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
た
。

パ
レ
ー
ド
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

仲
間
た
ち
が
登
場
！　

市内中学校生徒によるマーチングバンド

軽快に踊るキッズダンサー

3万5千人の人々で熱気に包まれた

3月10日、マーチングバンドの合同練習の様子

大歓声の中始まったスペシャルパレード

携
帯
電
話
で
撮
影
す
る
人
や
声
援
を

送
る
人
な
ど
で
沿
道
が
熱
気
に
包
ま

れ
た
。

　

キ
ッ
ズ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
参
加
し

た
玉
城
杏
珠
さ
ん（
東
江
小
4
年
）は

「
１
時
間
踊
り
続
け
て
疲
れ
た
け
ど

楽
し
か
っ
た
。ミ
ッ
キ
ー
と
ミ
ニ
ー
に

会
え
て
う
れ
し
い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

あ
ん 

ず
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平
成
29
年
度 

美
ら
島
お
き
な
わ
・

花
と
緑
の
名
所
１
０
０
選
に「
羽
地
、

水
田
の
コ
ス
モ
ス
」が
認
定
さ
れ
た
。

　

旧
羽
地
村
の
頃
か
ら
県
内
有
数
の

米
ど
こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
羽
地

地
域
各
所
の
水
田
で
は
、農
家
が
羽
地

米
の
緑
肥
と
し
て
コ
ス
モ
ス
を
植
え

て
い
る
。毎
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
、コ
ス
モ
ス
が
咲
く
風
景
を
見
に

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

　

名
所
選
考
の
際
に
は
、「
コ
ス
モ
ス
の

時
期
以
外
で
も
米
の
緑
色
や
収
穫
期

の
黄
金
色
が
あ
り
四
季
を
通
じ
て
景
観

を
楽
し
め
る
」「
子
ど
も
た
ち
の
食
へ

つ
な
が
る
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み
」な

ど
37
件
の
県
民
意
見
が
寄
せ
ら
れ
認

定
に
至
っ
た
。

「
羽
地
、水
田
の
コ
ス
モ
ス
」が

花
と
緑
の
名
所

１
０
０
選
に
認
定

冬にはピンク色の絨毯がひろがる

グランプリとなった「パナマ原人」
グランプリをとった
カレー料理

数種類のカレーに来場者が舌鼓を打った

期間中、わんさか大浦パークで開催された手袋アート展の様子

鮮やかな花が来場者を迎えた

三原区の山城さんの「赤がわらの家」

久
志
地
域
が
春
爛
漫

　

3
月
3
日
か
ら
25
日
の
期
間
、久
志

地
域
で
第
6
回 

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８（
主
催
：
同
実
行

委
員
会
）が
開
催
さ
れ
た
。期
間
中
、

東
海
岸
地
域
19
軒
の
自
慢
の
庭
で

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
が
行
わ
れ
、市
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
た
。

　

３
月
19
日
、三
原
区
の
山
城
千
鶴
子

さ
ん
は「
今
年
は
フ
ロ
ッ
ク
ス
を
初
め
て

咲
か
せ
た
。3
6
0
度
山
に
囲
ま
れ
、

鳥
の
声
が
聞
こ
え
る
の
ど
か
な
場
所
。

花
を
通
し
て
人
と
出
会
い
、東
海
岸

地
域
の
良
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と

語
っ
た
。底
仁
屋
区
の
島
袋
和
則
さ
ん

は「
訪
れ
た
人
か
ら
は
、『
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
の
規
模
の
大
き
さ
に
驚
い

た
』と
い
う
声
も
あ
っ
た
。都
会
で
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、背
景
と
庭
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

カ
レ
ー
の
香
り
が
漂
う
祭
り

　

3
月
21
日
、わ
ん
さ
か
大
浦
パ
ー
ク

で
第
1
回 

や
ん
ば
る
嘉
例
祭（
主
催
：

同
実
行
委
員
会
）が
行
わ
れ
、県
内
の

8
店
舗
が
参
加
し
、自
慢
の
カ
レ
ー

を
提
供
し
た
。来
場
者
は
千
円
の
チ

ケ
ッ
ト
で
3
食
味
わ
い
、一
番
お
い
し

い
と
思
う
カ
レ
ー
に
投
票
し
た
。

　

家
族
と
訪
れ
た
鎌
田
た
か
こ
さ
ん

は「
今
日
は
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
を
し
て

き
た
。そ
ば
が
入
っ
た
カ
レ
ー
は
甘

め
だ
け
ど
、意
外
と
合
っ
て
い
る
」と

舌
鼓
を
打
っ
た
。来
場
者
の
投
票
で

沖
縄
市
の「
パ
ナ
マ
原
人
」に
よ
る

ス
パ
イ
シ
ー
チ
キ
ン
タ
コ
ス
や
ん
ば
る

野
菜
の
カ
レ
ー
ソ
ー
ス
が
グ
ラ
ン
プ

リ
に
選
ば
れ
た
。

問 羽地支所 ☎ 58-1221
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3
月
18
日
、空
調
や
ボ
イ
ラ
ー
設
備

の
修
繕
工
事
を
行
っ
て
い
た
名
護
市

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、関
係
者
出

席
の
も
と
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

出
席
し
た
岸
本
敏
孝
教
育
長
は

「
安
定
し
た
温
水
を
供
給
し
、空
調

設
備
も
整
備
さ
れ
快
適
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
れ
ま
で
以
上
に

親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ

し
た
。修
繕
工
事
を
助
成
し
た
公
益

財
団
法
人
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
の
美
濃
越
香
織

課
長
代
理
は「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
、

健
康
づ
く
り
の
場
所
と
し
て
プ
ー
ル

を
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と

祝
辞
を
述
べ
た
。

　

同
日
、プ
ー
ル
は
市
民
に
無
料
開
放

さ
れ
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
来
場

し
た
。新
城
小
雪
さ
ん（
大
北
小
5
年
）

は「
夏
休
み
に
よ
く
来
て
い
た
け
ど
、

温
か
い
か
ら
冬
で
も
気
持
ち
良
く

泳
げ
て
楽
し
い
」と
笑
顔
を
み
せ
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
快
適
に

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ルプールでおおはしゃぎする子どもたち

　

3
月
25
日
、第
10
回 

や
ん
ば
る
フ
ー

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
香
祭（
主
催
：
や
ん

ば
る
畑
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）が
21
世
紀
の

森
公
園
B
B
Q
広
場
で
行
わ
れ
た
。

　

市
外
、県
外
か
ら
有
名
店
が
出
店

す
る
な
ど
、全
25
店
が
参
加
し
、行
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
っ
た
。

訪
れ
た
人
は
、浜
辺
や
芝
生
に
腰
掛
け
、

思
い
思
い
に
や
ん
ば
る
の
食
材
を
楽

し
ん
だ
。

　

主
催
者
代
表
の
芳
野
幸
雄
さ
ん
は

「
農
家
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
、農
家
が
作
っ

た
も
の
を
使
っ
た
今
日
限
り
の
メ
ニュ
ー

を
提
供
し
て
い
る
。他
の
フ
ー
ド
フ
ェ
ス

と
は
違
い
、3
月
の
一
番
野
菜
の
多
い

時
期
に
や
る
、私
た
ち
の
考
え
る〝
豊
年

祭
〞。こ
れ
か
ら
も
第
20
回
、30
回
と

続
け
た
い
」と
語
っ
た
。

　

家
族
で
訪
れ
た
奥
野
麻
衣
さ
ん
は

「
毎
年
来
て
い
る
。前
回
は
子
ど
も
が

小
さ
か
っ
た
け
ど
、キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

も
あ
り
、一
緒
に
楽
し
め
る
。た
く
さ

ん
お
店
が
あ
る
の
で
ど
れ
を
食
べ
る

か
狙
い
を
定
め
る
の
が
大
変
」と
笑

顔
で
語
っ
た
。

盛
況
の

フ
ー
ド
フ
ェ
ス
香
祭

オ
ペ
ラ
に
親
し
み
を

喜
歌
劇「
R
I
T
A
」

　

3
月
18
日
、平
成
29
年
度 

芸
術
鑑
賞

体
験
事
業（
主
催
：
同
実
行
委
員
会
、

名
護
市
、市
教
育
委
員
会
）と
し
て
、

名
護
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
オ
ペ
ラ

「
R
I
T
A
」が
上
演
さ
れ
た
。

　

同
演
目
は
、イ
タ
リ
ア
の
田
舎
を

舞
台
に
1
人
の
女
と
2
人
の
男
が

繰
り
広
げ
る
作
曲
家
ガ
エ
タ
ー
ノ
・

ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
に
よ
る
喜
歌
劇
。出
演

者
は
、日
本
語
と
う
ち
な
ー
ぐ
ち
を

混
ぜ
た
絶
妙
な
セ
リ
フ
の
言
い
回
し

や
コ
ミ
カ
ル
な
動
き
で
観
客
の
笑
い

を
誘
っ
た
。

　

上
演
終
了
後
、村
田
美
知
代
さ
ん
は

「
は
じ
め
て
の
オ
ペ
ラ
だ
っ
た
が
、喜
歌

劇
と
い
う
こ
と
も
あ
り
気
軽
に
楽
し

め
た
。機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
ぜ
ひ
鑑
賞

し
た
い
」と
笑
顔
で
語
っ
た
。

コミカルなセリフや演技に客席からは笑いが起こった

子どもへの読み聞かせブース

フーカキサバニ体験の様子

浜辺で食事を楽しむ様子

新鮮な野菜が並んだ 芝生で食事を楽しむ来場者

カ
バ
ー
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市
消
防
団
機
能
別
分
団
が
図
上
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練

ＤＩＧ訓練の様子

　

昨
年
か
ら
活
動
が
始
ま
っ
た
名
護

市
消
防
団
機
能
別
分
団
は
学
生
班
、

後
方
支
援
班
、広
報
班
が
あ
り
、こ
れ
ま

で
に
炊
き
出
し
訓
練
や
会
議
な
ど
を

通
し
て
防
災
の
知
識
を
深
め
て
き
た
。

　

3
月
17
日
、同
分
団
が
市
消
防
本
部

で
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練
を
行
っ
た
。Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練

で
は
市
内
の
地
図
に
避
難
施
設
や
要
支

援
者
の
位
置
、津
波
や
土
砂
災
害
の
影

響
な
ど
を
色
分
け
し
、あ
ら
ゆ
る
災
害

を
想
定
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る

か
検
討
す
る
。

　

こ
の
日
学
生
班
と
し
て
参
加
し
た

佐
藤
智
輝
さ
ん（
名
桜
大
学
4
年
）と

成
田
勇
太
さ
ん（
同
）は
就
職
の
た
め

3
月
で
退
団
と
な
っ
た
。佐
藤
さ
ん
は
、

「
市
消
防
団
機
能
別
分
団
に
興
味
が
あ

り
入
っ
た
。こ
れ
ま
で
に
受
け
た
救
命

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を 

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
読
書
で
豊
か
な
知
識
を
」 

辺
野
古
区
か
ら
久
辺
小・中
に
寄
付

若いメンバーに期待 学生班の皆さん

　

3
月
25
日
、21
世
紀
の
森
体
育
館
で

第
19
回 

名
護
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会（
主
催
：
名
護
市
障
が
い
者
関
係
団

体
協
議
会
）が
行
わ
れ
、選
手
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
合
わ
せ
1
3
0
人
余
り
が

11
種
類
の
競
技
に
参
加
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
瀬
底
義
広
さ
ん

は「
室
内
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
楽
し
か
っ
た
。

毎
年
、良
い
交
流
が
で
き
て
い
る
」と

笑
顔
で
話
し
た
。

主
な
結
果（
競
技
・
優
勝
者
）◉
室
内
ボ
ウ
リ
ン

グ・赤
嶺
大
治 

◉
玉
入
れ・儀
間
啓
子 

◉
ゲ
ー
ト

通
し
・
上
間
康
一 

◉
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
島
袋

忠
信 

◉
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
・
石
原
ま
さ
き 

◉
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
比
嘉
千
穂
子 

◉
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ

タ
ー
・
比
嘉
美
奈 

◉
ボ
ッ
チ
ャ・
新
垣
み
さ
子

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
の
思
い
か
ら
、こ
の
ほ
ど
、辺
野

古
区
が
久
辺
中
学
校
、久
辺
小
学
校
へ

書
籍
購
入
費
を
寄
付
し
た
。4
月
3
日
、

嘉
陽
宗
克
・
辺
野
古
区
長
や
両
校
の
関

係
者
が
出
席
の
も
と
久
辺
中
学
校
が
区

か
ら
の
寄
付
で
購
入
し
た
書
籍
を
同
校

図
書
室
で
披
露
し
た
。

　

嘉
陽
区
長
は「
生
徒
の
皆
さ
ん
が
読
書

を
し
、知
識
を
豊
か
に
し
て
ほ
し
い
。さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
同
中
学
校
図
書
委
員
の
金
城
星
菜
さ
ん

（
3
年
）は「
寄
付
さ
れ
た
本
を
す
で
に

多
く
の
生
徒
が
借
り
て
い
る
。欲
し
か
っ
た

本
が
入
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

贈呈式に出席した関係者の皆さん 室内ボウリングを楽しむ参加者

講
習
は
現
場
で
生
か
せ
る
し
、今
日
の

Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練
で
は
普
段
の
生
活
か
ら
防

災
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
」

と
語
っ
た
。成
田
さ
ん
は「
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
機
能
別
分
団

に
入
っ
た
。防
災
に
つ
い
て
は
意
識
し
て

い
な
い
人
が
多
い
と
思
う
の
で
、こ
れ
ま

で
の
訓
練
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え

て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

消
防
団
員・分
団
員
募
集
中
！

学
生
班
・
後
方
支
援
班
・
広
報
班　

問
名
護
市
消
防
本
部 

総
務
課

5
2
‐
1
1
4
2

☎
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就学援助の
申請について
　名護市では、経済的にお困りのご家庭に対して、児童生徒の
就学に必要な学用品費や給食費などの援助を行う制度があり
ます。

◆対  象  者  ①生活保護世帯となっている方
　　　　　　②市町村民税が非課税の世帯
　　　　　　③その他必要と認められた世帯
　　　　　　　（保護者が病気のため無職になったなど）
◆申請方法　対象と思われ、就学援助を希望される方は、学校と
　　　　　　相談の上、申請書を学校に提出してください（申請
                期間は学校からお知らせします）。
　　　　　　※前年度就学援助を受けていた方も申請が
                    必要です。
◆結果通知　前年の収入による税額の確定後、申請者の審査を
　　　　　　経て、結果は学校をとおして７月上旬までに保護者
　　　　　　へ通知します。
◆援助費目　学用品費、通学用品費、新入学児童学用品費、
　　　　　  校外活動費、遠距離通学費、修学旅行費、給食費、
　　　　　　医療費（要保護児童または内容により該当しない
　　　　　　費目もあります）

通学している小中学校または学校教育課 学務係
☎
問
５3-1212（内線381）

特別支援教育
就学奨励費について
　小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒を持つ
保護者の経済状況に応じて学用品費などの援助を行って
います。

◆対象者
　　市立小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒
　の保護者。ただし、他の就学援助などを受けている
　場合は対象となりません。

◆申請方法
　　受給を希望する方、辞退する方ともに、対象者は全員、
　学校を通じて書類を提出してください（申請期間は学校
　からお知らせします）。

◆援助費目
　学用品費および給食費など
　（限度額があり、学用品費などは実費額の２分の１の支給
　となります）

☎
通学している小中学校または学校教育課 学務係問
５3-1212（内線382）

平成３０年度 名護市育英会
【入学準備金制度】貸与生募集

　経済的理由による修学困難な方に対して修学上必要な
育英資金を貸与しています。

名護市育英会事務局
（名護市教育委員会 総務課）
☎

問

５3-1212（内線132）
HP http://www.city.nago.okinawa.jp/4/3908.html

◆申請の条件
①日本国籍を有し名護市内に５年以上住所を有する者
　または５年以上住所を有する者の子弟であること。
②高等専門学校・専修学校・大学・大学院に入学予定で、
　経済的理由により修学困難であること。
③学業、操行ともに優秀であること（高校成績平均以上）。

◆貸与の内容
　受付期間終了後、審査を経て若干名の貸与生を決定
します。
貸与額：３０万円、４０万円および５０万円から選択
※必要書類提出後、おおむね２週間以内に貸与します。
※貸与金（無利子）の返還は、卒業後、半年据え置きで毎月
  １万円を返還してください。ただし、名護市育英会の奨学金
　制度を併用した場合、同制度の返済期間内での返済となり
　ます。

◆手続きに必要な書類

◆申請期間
６月１日（金）～２９日（金）

①育英資金貸付願書（教育委員会窓口で受け取るか、育英会
　ホームページからダウンロードできます）
②住民票謄本（本籍・世帯主記載）
③保護者（両親の分）の所得証明書
④保護者（両親の分）の納税証明書（市県民税・固定資産税）
⑤完納証明書（国民健康保険加入者の場合）
⑥成績調書（在学・卒業校発行のもの）
⑦その他、名護市育英会会長が
　必要とする書類
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今
年
度
よ
り
公
共
下
水
道
へ
接
続

す
る
た
め
の
宅
地
内
の
下
水
道
工
事

（
新
築
工
事
を
除
く
）を
行
う
方
に
対

し
、次
の
条
件
に
よ
り
、そ
の
工
事
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

①
工
事
を
行
う
対
象
が
合
併
浄
化
槽

を
設
置
し
て
い
る
建
物
の
場
合

…
最
大
５
万
円
を
補
助

②
工
事
を
行
う
対
象
が
単
独
浄
化
槽

ま
た
は
く
み
取
り
式
便
所
を
設
置
し

て
い
る
建
物
の
場
合

…
最
大
１０
万
円
を
補
助

申
請
期
間　
５
月
１
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　

１２
月
28
日（
金
）

　

予
算
の
範
囲
内
で
事
業
を
実
施
す

る
た
め
早
め
に
締
め
切
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
事
業
の
詳
細
は
下
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
・
安
全

問
下
水
道
課 

管
理
係

５
2
‐
1
9
6
2

☎ 名
護
市
公
共
下
水
道
接
続
促
進

事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　

応
急
手
当
に
関
す
る
正
し
い
知
識

と
技
術
を
学
び
ま
す
。

定
員　
３０
人

※
中
学
生
以
上
で
名
護
市
在
住
の
方

を
優
先
と
し
ま
す
。

日
時　
5
月
２7
日（
日
）  

午
前
９
時
〜
正
午

会
場　
名
護
市
消
防
本
部 

２
階
講
堂

講
習
内
容　

心
肺
蘇
生
法（
成
人
）

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）講

習
な
ど

申
込
期
間　
5
月
１０
日（
木
）〜
２6
日（
土
）

※
講
習
修
了
者
に
対
し
、修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。

※
諸
般
の
事
情（
災
害
発
生
時
な
ど
）

で
開
催
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
名
護
市
消
防
本
部 

消
防
署

５
２‐２
１
２
１

☎ 普
通
救
命
講
習
Ⅰ
受
講
者
募
集

（
受
講
料
無
料
）

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
、部
分
痩
せ
、筋
力
ア
ッ

プ
な
ど
目
的
に
合
わ
せ
経
験
豊
か
な

ト
レ
ー
ナ
ー
と
2
カ
月
間
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
行
う
特
別
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。偏
り

が
ち
な
食
事
面
も
サ
ポ
ー
ト
。今
な
ら

無
料
モ
ニ
タ
ー
募
集
中
。※
モ
ニ
タ
ー

審
査
あ
り
。ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　

大
好
評
テ
ー
ピ
ン
グ
講
習
会
も
受

け
付
け
中
。

日
程　
5
月
12
日（
土
） 

午
前
9
時
30

分
〜
正
午

問
ス
ポ
ー
ク・フ
ィッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

５
２‐
7
7
3
9

☎ ト
レ
ー
ナ
ー
と
1
対
1
で
行
う

ス
ポ
ー
ク
フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

情
報
ぼ
っ
く
す

暮
ら
し 

い
き
い
き

問
環
境
対
策
課 

環
境
政
策
係

５
2
‐
0
0
0
3

☎ 平
成
３０
年
度 

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
市
民
の
方
に
、

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
期
間　

5
月
1
日（
火
）〜
平
成

31
年
3
月
末（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

の
閉
庁
日
を
除
く
）

補
助
金
額　

設
置
さ
れ
た
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
受
給
最
大
電
力

に
一
万
円
を
掛
け
た
金
額

補
助
要
件

①
平
成
３０
年
度
内
に
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
お
よ
び
電
力

会
社
と
太
陽
光
電
力
受
給
契
約
を
締

結
し
た
個
人
で
あ
る
こ
と

②
締
結
し
た
太
陽
光
電
力
受
給
契
約

確
認
書
の
中
で
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
受
給
最
大
電
力
が
１０ 

ｋｗ

未
満
で
あ
る
こ
と

③
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

④
市
の
求
め
る
情
報
を
提
供
で
き
る

こ
と
な
ど
。

問 

建
築
住
宅
課 

建
築
相
談
係

５
3
‐
1
2
1
2（
内
線
2
2
3
）

☎ 名
護
市
空
家
等
対
策
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

名
護
市
の
空
き
家
な
ど
の
基
本
的

な
対
策
を
ま
と
め
た「
名
護
市
空
家
等

対
策
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の

計
画
は
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・コ
メ
ン
ト
制
度

（
意
見
公
募
）や
、空
家
等
対
策
審
議
会

な
ど
の
意
見
を
踏
ま
え
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、こ
の
計
画
に
基
づ
き
空
き

家
な
ど
の
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。名
護
市
空

家
等
対
策
計
画
は
、市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
総
務
課 

総
務
係

５
3
‐
1
2
1
2（
内
線
2
1
3
）

☎ 防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

問
名
護
税
務
署 

総
務
課

５
2
‐
2
9
2
0（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
後「
２
」）

☎ 税
務
署
で
の
相
談
は
、

曜
日
制・予
約
制
で
す
！

　

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
訓
練
で
す
。

地
震
、津
波
、武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

時
に
備
え
、次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

訓
練
時
に
は
防
災
行
政
無
線
お
よ
び

Ｆ
Ｍ
や
ん
ば
る
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

日
時　
５
月
16
日（
水
） 
午
前
11
時

◉
防
災
行
政
無
線
放
送
内
容

「
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
」

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
す
」×
３　

「
こ
ち
ら
は
名
護
市
で
す
」

「
下
り
チ
ャ
イ
ム
音
」

◉
Ｆ
Ｍ
や
ん
ば
る
の
放
送
内
容

「
こ
ち
ら
は
、名
護
市
で
す
。こ
れ
は
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」

◉
所
得
税
・
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

曜
日　
木
曜
日

時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
先
着
順
）

※
木
曜
日
以
外
は
、相
談
を
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

◉
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
・
相
続
税

曜
日　
金
曜
日

時
間　
予
約
制（　

 

３
８‐
０
３
３
８
）

◉
法
人
税
・
消
費
税（
法
人
）・
源
泉
所

得
税
・
印
紙
税

曜
日　
金
曜
日

時
間　
予
約
制（　

 

５
２‐
２
９
２
０

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
に「
２
」）

福
祉
・
健
康

小
児
救
急
電
話
相
談

子
ど
も
の
急
な
病
気
に
困
っ
た
ら
、ま
ず
電

話
。看
護
師
や
医
師
が
電
話
で
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。　 

相
談
日
時
は
、毎
日
・
夜
間 

午
後
７
時
〜
午
後
11
時　

  

プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
・
携
帯
電
話
か
ら
は
、局
番
な

し
の      

♯
８
０
０
０　

   

ダ
イ
ヤ
ル
回
線

や
右
記
の
番
号
が
ご
利
用
頂
け
な
い
場
合

は
…

0
9
8
‐
8
8
8
‐
5
2
3
0

☎ ☎

地
域
い
ち
ば
情
報

◉
ぴ
ん
ぷ
ん
日
曜
朝
市

日
時　
第
２
、４
日
曜

　
　
　

午
前
6
時
〜
午
前
9
時

場
所　
ひ
ん
ぷ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル
南
側
広
場

◉
宮
里
区
朝
市

日
時　
第
３
日
曜

　
　
　

午
前
7
時
30
分
〜
午
前
10
時

場
所　
宮
里
区
公
民
館

◉
勝
山
軽
ト
ラ
市

日
時　
毎
月
第
４
日
曜

　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

場
所　
（
有
）勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
構
内

☎☎
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問
名
桜
大
学 

地
域
連
携
機
構

（
受
付
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

土
日・
祝
日
除
く
）

5
1
‐
1
5
5
5

5
4
‐
0
7
0
7

☎

FAX

名
桜
大
学
公
開
講
座

（
※
受
講
無
料
、事
前
申
込
制
）

問
カ
エ
ル
ぴ
あ
な
は　

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

月
曜
除
く
）

☎
０
７
０‐
５
８
１
９‐
０
９
８
４

お
き
で
ん
Ｉ
Ｈ・料
理
教
室

①
講
座
名　
母
乳
で
育
て
た
い
マ
マ
の

た
め
の
ク
ラ
ス（
基
礎
編
）

日
時　
5
月
12
日（
土
） 

午
前
10
時
３０

分
〜
午
後
0
時
３０
分

講
師　
小
柳 

弘
恵（
人
間
健
康
学
部
）

ほ
か

対
象　
一
般
市
民（
女
性
）

②
講
座
名　

救
急
法
救
急
員
養
成
講

習
会（
赤
十
字
）

日
時　
5
月
19
日（
土
）、20
日（
日
）、26

日（
土
）、27
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後

5
時

講
師　
前
川 

美
紀
子（
人
間
健
康
学

部
）ほ
か

対
象　
一
般
市
民（
大
学
生
以
上
）

③
講
座
名　
数
学「
統
計
分
野
を
分
か

り
易
く
学
ぶ
」

日
時　
5
月
19
日（
土
） 

午
後
2
時
〜
午

後
5
時

講
師　
高
安 

美
智
子（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
機
構
）

対
象　
中
・
高
校
の
数
学
教
員
、臨
時
的

任
用
教
員
含
む

④
講
座
名　
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴

史
を
学
ぶ

日
時　
6
月
2
日（
土
）、9
日（
土
） 

午

前
10
時
〜
正
午

講
師　
平
識 

善
盛（
名
誉
教
授
）　

対
象　
一
般
市
民

⑤
講
座
名　
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
よ
る

生
活
環
境
問
題

日
時　
6
月
3
日（
日
） 

午
後
1
時
３０

分
〜
午
後
4
時
３０
分

講
師　
田
代 
豊（
国
際
学
群
）ほ
か　

日
時　
①
５
月
１３
日（
日
） 

午
前
１１
時

〜
午
後
2
時
３０
分

品
目　
「
塩
水
調
理
」で
ジ
ュ
ー
シ
ー
な

お
肉
料
理

講
師　
青
山 

志
穂

参
加
料　
５
０
０
円 

定
員　
１６
人 

場
所　
名
護
市
営
市
場 

２
階

※
駐
車
は
港
駐
車
場
へ
。エ
プ
ロ
ン
、

ス
リ
ッ
パ
持
参
。

　

市
内
の
保
育
園
な
ど
で
就
労
を
希
望

す
る
人
に
対
し
、保
育
士
試
験
対
策
の

集
中
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
毎
月
４
回
程
度（
週
末
開
催
）

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　
３０
人（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
負
担
あ
り
）

対
象
者　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

人
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
資
格
取
得
後
、名
護
市
で
保
育
士
と

し
て
就
労
を
希
望
す
る
人

②
保
育
士
試
験
の
受
験
資
格
を
有
し
、

平
成
３０
年
度
ま
た
は
平
成
３1
年
度
の

保
育
士
試
験
を
受
験
す
る
人

応
募
期
間　
５
月
１
日（
火
）〜
１１
日（
金
）

申
込
方
法　
窓
口
に
設
置
、ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
し
込
み
書
に
必
要

事
項
を
記
載
の
上
、窓
口
、メ
ー
ル
ま
た

は
F
A
X
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
市
営
市
場
管
理
事
務
所

☎
4
3
‐
0
4
7
8

市
営
市
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

◉
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
の
車
種
を
豊
富
に
取
り
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。自
転
車
で
や
ん
ば
る
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。利
用
日
数
に
応
じ

た
レ
ン
タ
ル
も
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間　
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

利
用
料
金　
千
円
／
日・
台

◉
I
H
調
理
室
の
利
用
に
つ
い
て

　

市
営
市
場
で
は
、最
新
型
の
I
H

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

利
用
料
金　
１
時
間
４
０
０
円
、営
業

利
用
は
1
6
0
0
円

　

名
護
市
で
は
、要
介
護（
支
援
）者

の
た
め
の
住
宅
改
修
費
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、「
名
護
市
介
護
保
険
住

宅
改
修
費
受
領
委
任
払
い
制
度
」を

問
介
護
長
寿
課 

介
護
保
険
料
係

５
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
3
6
）

☎ 名
護
市
介
護
保
険
住
宅
改
修
費

受
領
委
任
払
い
制
度
の
お
知
ら
せ

　

日
本
赤
十
字
社
は
、人
道
博
愛
の

精
神
か
ら
、世
界
各
地
で
の
救
護
活

動
は
も
と
よ
り
国
内
で
の
災
害
救
護
、

問
日
本
赤
十
字
社
沖
縄
県
支
部 

名
護
市
地
区

社
会
福
祉
課（
赤
十
字
担
当
）

５
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
3
1
）

☎ あ
な
た
の
善
意
を
赤
十
字
へ

催
し
物・講
座

住所 問い合わせ先事業者名

有限会社 いやしの郷

平成30年度 市登録住宅改修事業所

サトウ株式会社 名護営業所

タピック沖縄(株) 住宅改修事業所

まきや建設

翁長木工所

株式会社 山浩商事

(株)喜神サービス 名護営業所

株式会社 匠プランニング

有限会社 宮松建設

JAおきなわ北部介護福祉センター

株式会社 CSハウジング

大中四丁目４番２７号

大東三丁目２２番１９号

字宇茂佐１７３７番地

字真喜屋１０番地

字許田２５３番地

城二丁目１番２１号 ３Ｆ

港二丁目７番１-１０１号

字伊差川１９番地１

字田井等４３５番地

字屋部１６９８-１番地

大西一丁目１番１号

54-1309

54-0294

090-3463-9862

58-3393

52-0602

52-2670

54-9125

43-7373

58-2336

54-2940

53-7236

血
液
事
業
、医
療
活
動
、社
会
福
祉
事

業
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、皆
さ
ま
か
ら
の

寄
付
金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
活

動
資
金
募
集
の
ご
案
内
に
伺
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
保
育
・
幼
稚
園
課 

保
育
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
2
9
）

☎ 保
育
士
試
験
対
策
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

http://www.city.nago.okinawa.jp/10/9092.html

HP hoikuyouchien@
city.nago.lg.jp

5
3
‐
7
8
2
5

FAX 子
ど
も・教
育

対
象　
一
般
市
民（
大
学
生
以
上
）

場
所　

①
②
④
北
部
生
涯
学
習
推
進

セ
ン
タ
ー
、③
学
生
会
館 

４
階（
数
理

学
習
セ
ン
タ
ー
）、⑤
宜
野
湾
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス

実
施
し
て
い
ま
す
。左
表 

平
成
３０
年
度

市
登
録
住
宅
改
修
事
業
所
を
利
用
し

た
場
合
に
、改
修
費
用
の
２０
万
円
を
上
限

と
し
、承
認
さ
れ
た
改
修
費
用
の
利

用
者
負
担
分
が
１
割（
所
得
に
応
じ
て

２
割
）と
な
り
、市
か
ら
給
付
さ
れ
る

保
険
適
用
分
９
割（
所
得
に
応
じ
て

８
割
）が
事
業
者
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
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編
集
後
記

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板
へ
の
投
稿
を
募

集
中
で
す
。毎
月
１
日
か
ら
先
着

順
。1
件
に
つ
き
1
0
0
字
以
内
。

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
3
3
5
）

☎hiroba@
city.nago.lg.jp

企
画
情
報
課 

情
報
政
策
係

問
5
3
‐
6
2
1
0

FAX
0
9
0
‐
3
7
9
3
‐
3
8
9
6

☎
座
間
味 

眞

問
0
9
0
‐
1
9
4
4
‐
2
5
9
9

☎
仲
村

問 ▽
や
ん
ば
る
ル
ー
ツ
の
稚
魚（
メ
ダ

カ
・
フ
ナ
・
ト
ウ
ギ
ョ
）と
ヤ
エ
ヤ
マ

マ
ル
バ
ネ
ク
ワ
ガ
タ
の
幼
虫
を
無

料
で
あ
げ
ま
す
。5
月
19
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
。自
宅
に
て
。

当
日
都
合
悪
い
方
は
日
程
調
整
可

能
で
す
。

▽
第
3
回 

初
夏
の
ラ
ン
展
示
会

（
主
催
：
北
部
ら
ん
友
会
）。場
所
：

ネ
オ
パ
ー
ク
オ
キ
ナ
ワ 

メ
イ
ン
ハ
ウ
ス 

な
ご
ら
ん
祭
り
会
場
内
。5
月
3
日

か
ら
6
日
ま
で
。時
間：午
前
9
時
〜

午
後
5
時
30
分
。無
料
。

　

今
月
号
か
ら
市
民
の
ひ
ろ
ば
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
わ
り
の
方
々
に

迷
惑
を
か
け
つ
つ
も
元
気
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。市
民
の
ひ
ろ
ば
を
作
る
こ
と
は
、自

分
に
と
っ
て
地
域
の
こ
と
を
学
ぶ
良
い
機
会

で
す
。ま
だ
見
ぬ
出
会
い
に
胸
を
躍
ら
せ
、

市
民
の
皆
さ
ま
が「
お
も
し
ろ
い
」と
思
え

る
よ
う
な
広
報
誌
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。                            

（
澄
）

　

市
民
の
ひ
ろ
ば
担
当
と
な
り
、あ
っ
と
い

う
間
に
2
年
目
の
春
で
す
。1
年
を
振
り
返

る
と
、お
い
し
い
地
産
の
グ
ル
メ
を
楽
し
み
、

芸
術
に
目
と
耳
を
養
い
、か
わ
い
く
踊
る
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
癒
さ
れ
、な
ん
と
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。こ

れ
も
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。今
年
度

も〝
や
ん
ば
る
は
お
い
し
い
〞を
食
べ
ま
く

る
ぞ
ー
！             

（
も
ず
く
#
増
量
中
）

　

今
月
号
か
ら
主
担
当
を「
澄
」に
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に

チ
ー
ム
で
が
ん
ば
り
ま
す
。今
後
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。               （
ゆ
う
き
）

問
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
開
催
地
実
行
委
員
会

（
国
立
療
養
所
沖
縄
愛
楽
園
）

☎
5
2
‐
8
1
1
5

第
14
回 

ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会

総
会・交
流
集
会
in
沖
縄 

　

本
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
に
つ
い
て
は
所

定
の
申
し
込
み
方
法
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

①
総
会
交
流
集
会 

5
月
19
日

（
土
） 

午
後
1
時
〜 

②
分
科
会
ほ
か 

5
月
20
日（
日
） 

午
前
10
時
〜

場
所　

①
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

て
ぃ
る
る
ほ
か 

②
沖
縄
愛
楽
園

料
金　

1
人
2
千
円（
ど
ち
ら
か
1
日

の
み
は
千
円
）※
高
校
生
以
下
は
入
場

無
料

申
込
締
切　
5
月
7
日（
月
） 

当
日
参

加
可そ

の
他

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
皆
さ
ま
の

理
解
と
関
心
を
深
め
て
頂
く
た
め
、標
語

と
写
真
を
募
集
し
ま
す
。入
賞
者
に
は
、

賞
状
と
賞
品
の
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

◉
標
語
部
門　
形
式
不
問

◉
写
真
部
門　
生
活
の
中
で
性
別
に

捉
わ
れ
ず
活
動
し
て
い
る
姿

◉
危
険
予
知
訓
練
リ
ー
ダ
ー
研
修

受
講
料　

会
員
：
1
万
5
8
7
6
円

非
会
員
：
1
万
9
1
1
6
円

定
員　
40
人

日
時　
5
月
15
日（
火
）・
16
日（
水
）

◉
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

受
講
料　

会
員
：
1
万
5
5
5
2
円

（
テ
キ
ス
ト
代
込
）　

非
会
員
：
2
万

9
5
2
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

定
員　
50
人

日
時　
5
月
17
日（
木
）〜
18
日（
金
）

◉
玉
掛
け
技
能
講
習

受
講
料　
免
除
有
：
2
万
5
4
0
5
円

（
テ
キ
ス
ト
代
込
）　

免
除
無
：
2
万

7
5
6
5
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

定
員　
40
人

日
時　
【
学
科
】5
月
29
日（
火
）〜

30
日（
水
）　
【
実
技
】5
月
31
日（
木
）

◉
伐
木
・
刈
払
機
作
業
特
別
教
育（
３

日
間
）

日
時　
【
学
科・実
技
】５
月
１４
日（
月
）〜

１６
日（
水
）

◉
車
両
系
建
設
機
械
運
転（
整
地
・
運

搬
・
積
み
込
み
用
お
よ
び
掘
削
用
）免

除
者（
３
日
間
）

日
時　
【
学
科・実
技
】５
月
２１
日（
月
）〜

２３
日（
水
）　

◉
車
両
系
建
設
機
械
運
転（
解
体
用
）

免
除
者（
１
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】５
月
２５
日（
金
）

◉
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習（
２
日
間
）

日
時　
【
学
科
・
実
技
】５
月
２８
日（
月
）・

２９
日（
火
）

定
員　
各
１５
人

会
場　
学
科
・
実
技
と
も
に
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
名
護
に
て
行
う

　

受
講
料
・
受
講
内
容
な
ど
、詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
抱
え
る
経
営
の
悩
み
や
課
題
な
ど

の
解
決
に
向
け
た
方
法
の
提
案
な
ど
、

専
門
家
が
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。国

（
中
小
企
業
庁
）が
全
国
に
設
置
す
る

経
営
相
談
所
で
す
の
で
、無
料
で
相
談
を

問
地
域
力
推
進
課 

地
域
協
働
係

5
3
‐
5
4
4
5（
内
線
2
4
0
）

5
3
‐
5
4
4
0

☎FAXdanjyo-k@
city.nago.lg.jp

男
女
共
同
参
画
月
間
の
標
語
募
集

問
（
一
社
）沖
縄
県
労
働
基
準
協
会 
北
部
支
部

5
4
‐
4
7
0
0

☎ 労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

5
月
講
習
会

問
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護

４
３‐０
１
５
９

☎ サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護 

５
月
講
習

問
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

 

0
9
8
‐
8
5
1
‐
8
4
6
0

☎ 沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
よ
る

経
営
相
談
窓
口
に
つ
い
て

応
募
資
格　

市
内
在
住
、在
学
、在
勤

の
方

応
募
期
間　

5
月
9
日（
水
）ま
で

応
募
方
法　

次
の
方
法
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

◉
市
役
所
、支
所
、中
央
公
民
館
、中
央

図
書
館
、名
護
博
物
館
に
設
置
し
て
い
る

応
募
用
紙
に
記
入
し
応
募
箱
に
投
函
。

◉
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、電

話
番
号
、標
語
、勤
務
先（
在
学
・
在
勤

の
方
）を
記
入
し
メ
ー
ル
、F
A
X
、は
が

き
の
い
ず
れ
か
で
応
募
。

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所　

名
護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

３
階（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
室
）

開
催
日　
５
月
２
日（
水
）、９
日（
水
）、

１６
日（
水
）、２３
日（
水
）、３０
日（
水
） 

午
前

9
時
〜
午
後
5
時
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やさ
っ！

こいのぼりや
ゆーうぃーじょんやー
（鯉のぼりがよく泳いでいるね）

ぃやーん あぬぐとぅに
ぎんちに育てぃーよー
（君もあのように元気に育ってよ）



広 告 欄 広 告 欄

健康寿命を伸ばそう！
健康づくりとダイエット個人指導

　日頃の運動不足・ダイエットにお悩みの方に
個人の体力レベルに応じたメニューを作成し
レベルに応じた健康づくりのお手伝いをします。

ご自宅へ訪問治療します！

はり・きゅう・マッサージ
初回は無料です！！

琉球治療院
場　　所：体育館・SKYドーム・陸上競技場 他
募集人員：4名様　（費用：指導内容によります）

ナガイ トレーニング アカデミー
体育協会公認 スポーツインストラクター

〒90 5 - 0 0 2 1　名護市東江5 - 1 8 - 7
TEL　0 8 0 - 6 5 7 0 - 1 8 1 8

永　井　　宏 ☎0120-680-006 〒905-0014
名護市港2-14-11
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　現在沖縄県内で麻しん(はしか)の感染が急激に拡大し、4月3日現在で警戒最高レベルとなっています。
はしかは感染力が非常に強く、小児に感染すると高熱とともに肺炎、中耳炎、脳炎などの合併症を起こす
ことがある感染症です。

　はしかの感染を止めるには、一人でも多くの方がワクチン接種をすることが最も有効な手段です。　
　名護市では、この現状を踏まえ下記の対象者に定期外予防接種を実施します。ワクチン接種実施の医療機関に
ついては市ホームページなどでご確認ください。

　ワクチン接種の際は、前もって医療機関に予約してください。
接種当日は、発熱・発疹がなくお子さまの体調が良いことを確認
した上で、親子（母子）健康手帳を持参してください。

　4月1日～9日までに麻しんワクチンまたは
麻しん風しんワクチンを接種された方、もしくは
実施医療機関以外で接種された方に対し払い
戻し(上限1万1,523円)を行います。払い戻しには
領収書が必要となりますので、大切に保管して
おいてください。詳しくは下記までお問い合わせ
ください。

健康増進課 健康づくり係問
53‐1212(内線158／155)　☎

建設土木課 管理係問 53‐1212(内線232)☎

　①生後6カ月～12カ月未満
　②5歳未満で一度もはしかのワクチンを接種したことがない幼児
　　(平成25年4月2日～平成28年4月15日生まれの幼児)

対象者(接種時）

※6カ月～12カ月未満で接種された方は、１歳を過ぎて定期予防
　接種を受けてください。

費用 無料(全額公費負担)
期間 平成30年6月30日（土）まで

緊急麻しん(はしか)予防接種実施のお知らせ

市道羽地大川線の交通規制のお知らせ市道羽地大川線の交通規制のお知らせ
羽地大川線は現在、土砂崩れにより
全面通行止め規制を実施中です。(規制解除時期は未定)
皆さまのご理解とご協力をお願いします。

川上

羽地ダム羽地ダム国道5
8号

市
道
羽
地
大
川
線至 名護市街

県道18号線

被災箇所（土砂崩れ）
交通規制

タクジトンネル
※県道18号線（久志地区側）から羽地ダムまでは
　通行可能です。


